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暴
民
哭
々 

植
本
展
弘

近
代
成
立
期
民
衆
の〈
公
怨
〉に
つ
い
て

　

明
治
改
元
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
、
神
奈
川
県
南
の
と
あ
る
農
村

で
地
主
宅
を
焼
討
つ
農
民
暴
動
が
あ
っ
た
。
死
傷
者
一
一
人
を
出

し
た
と
さ
れ
る
こ
の
事
件
は
、
新
政
に
よ
る
土
地
所
有
制
の
転
換

が
も
た
ら
し
た
村
落
共
同
体
の
動
揺
の
極
限
化
と
し
て
記
録
さ
れ

て
い
る
。
事
件
は
ま
た
貧
農
が
強
欲
な
地
主
を
討
つ
義
挙
と
し
て

様
々
に
語
ら
れ
、
加
害
者
側
へ
の
同
情
さ
え
集
め
た
。
し
か
し
原

形
を
と
ど
め
な
い
複
数
の
死
体
と
そ
の
凄
惨
な
記
憶
が
こ
び
り
つ

く
共
同
体
の
沈
痛
は
、
外
部
か
ら
の
無
責
任
な
言
祝
ぎ
で
消
え
去

る
も
の
で
は
な
い
。
人
々
は
同
じ
場
所
で
そ
の
後
を
生
き
抜
か
ね

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
貧
し
さ
を
罪
悪
視
し
、
圧
倒
的
な
富

の
私
有
と
そ
の
相
続
を
是
と
す
る
社
会
の
あ
り
よ
う
に
今
も
昔
も

大
き
な
違
い
が
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
富
の
私
的
集
積
に
対
決
し

よ
う
と
し
た
往
昔
の
人
々
の
苦
悩
は
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
を
も
捕

捉
し
て
離
そ
う
と
し
な
い
。
貧
富
二
元
化
の
矛
盾
、
暴
力
と
秩
序

と
の
往
還
、
そ
の
過
程
で
顕
現
す
る
差
別
、
そ
し
て
闘
争
主
体
の

共
同
性
の
内
実

│
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
近
代
成
立
期
の
共
同
体

内
の
相
克
を
見
る
こ
と
を
通
じ
、
わ
れ
わ
れ
が
今
生
き
る
社
会
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
も
考
え
て
み
た
い
。

暴
殺
に
い
た
る
怨
念

　

一
八
七
八
（
明
治
一
一
）
年
一
〇
月
二
六
日
の
深
夜
の
こ
と
で

あ
る
。
神
奈
川
県
大
住
郡
真し

ん
ど土
村
（
現
平
塚
市
真
土
）
の
村
民

二
〇
数
人）

1
（

が
憤
然
と
蹶け
っ
き起

し
、
有
力
地
主
で
前
戸
長）

2
（

で
あ
っ
た
松

木
長
右
衛
門
の
邸
宅
を
襲
撃
し
た
。
襲
撃
に
い
た
る
衆
議
は
数
日

前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
村
方
騒
動
と
異
な
り
、
か
れ

ら
は
あ
え
て
村
の
有
力
者
を
手
に
か
け
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
手

製
の
木
砲
二
門
に
よ
る
砲
撃
で
威
嚇
し
、
か
つ
石
油
を
ま
い
て
豪

邸
を
焼
き
討
ち
（
一
二
棟
全
焼
と
伝
わ
る
）、
逃
げ
ま
ど
う
長
右

衛
門
以
下
、
家
族
・
傭
人
含
め
七
人
を
捕
え
て
各
々
の
得
物
で
斬

殺
し
、
四
人
に
傷
を
負
わ
せ
た
の
で
あ
る）

3
（

。
こ
れ
を
真
土
村
事

件
あ
る
い
は
松
木
騒
動
と
い
う
。
騒
動
勢
は
逃
げ
も
せ
ず
に
帰
宅

し
、
警
官
・
手
下
三
〇
〇
人
の
動
員
に
よ
る
全
村
が
か
り
の
捜
査

HAN_03_F1_UEMOTO_NEW.indd   2 09.10.5   2:46:43 AM



37 　暴民哭々（植本展弘）

　

（1） 平塚市編『平塚市史5　資料編　近代（1）』（1987年4月1日）、丸山清「常光寺と真土騒動の関係について」
（『わが住む里』第48号、藤沢市総合市民図書館、1999年3月31日）が26人とするが、受刑者数に依拠したも
のか。野村靖「上申書」（註7参照）、小林孝雄「真土村騒動起こる」（『かながわ風土記』第39号、丸井図書出
版、1980年10月）では28人とする。ただし襲撃に参加しながら連累を免れた者がいるとする資料があり（後
述『大野誌』『怨親平等』）、また伊藤音五郎以外の蹶起者が釈放後も襲撃について口伝・記録を残さなかった
であろう状況からすれば、蹶起者数を特定することは今やほとんど不可能だと思われる。

　　 　以下、真土村事件に関する資料について若干解説しておく。まず資料集としては『平塚市史5』がもっとも
網羅的で、質地訴訟関連文書のほか、出訴にいたる経過を記録した「真土騷動日記之文書」「懐中手覚控」（と
もに平川良一氏所蔵資料）、襲撃事件判決文、受刑者をめぐる各種歎願書類、事後の土地処理書類、松木家慰霊
施設に関する書類、負債者連累の勤倹議定書、『横浜毎日新聞』記事群、阿呆陀羅経・数え歌などを収録する。
平塚市教育委員会編『大野誌』（1958年6月10日）も平川氏所蔵資料などを収録するが、事件の叙述に「明治
の昔譚　眞土騷動」（『時事新報』神奈川版1928年8月1日～9月2日、伊藤音五郎・平川徳二郎聞書き）や吉
野文蔵らの口伝のほか、絵草紙『冠松真土夜暴動』（註17参照）、『探偵実話真土騒動』（註28の『探偵實話　
眞土村騷動』か）、『農家応報転変記』（未見）を採用するところに特色があり、絵草紙・実話小説への依頼と
いう点で叙述すべてに実証性を求めるのは難しい。また大野第一・第二尋常高等小学校編『吾等の郷土　中郡
大野村』（1933年4月1日）には聞書き資料「眞土村騷動實際談」「伊藤音五郎氏より聽取書」が収録されてい
る。ガリ版刷りのパンフ早稲田大学歴史学研究会編『真土松木騒動ノートⅠ』（1952年8月15日）は時事新報
の「昔譚」を抄録し、同じくガリ版の神奈川県立厚木高等学校社会学部編『社会研究6　真土一揆とその歴史
意識』（1968年5月）の事件叙述はほぼ『大野誌』の引き写しと見える。ただし両者とも新たな聞書きが付さ
れ、特に後者に掲載された真土在住者を対象とするアンケート調査の分析は貴重である。両ガリ版資料の複写
を所蔵する平塚市中央図書館は早大歴研ノートの発行年を西暦で77年とするが（表紙に52.8.15とあり奥付記
載はなし）、『社会研究6』の事件関係者子孫の聞き書きとして「吉野弁蔵のこども」は「このことについてと
ても詳しくしっていて、わざわざ早稲田大学から聞きにきた」と紹介しており、早大歴研ノートの聞書き対象
者の一人に「吉野粂助」が掲出されているため同ノート発行年の数字は西暦と判断した。なお『吾等の郷土　
中郡大野村』はウェブサイト「吾等の郷土＋α」（http://pcr.lar.jp/kyoudo/）に独自の解説や史跡紹介とともに掲
出されており、資料公開の有意さについてあえてここに識して謝す。

（2） 長右衛門は1876年10月5日付で「職務差免」されるまで神奈川県第二二大区一一小区の戸長兼村用掛であっ
た（『平塚市史5』資料番号108、以下『市史』番号で表記）。平塚市博物館市史編さん係「松木長右衛門　近代
化を推進した手腕家戸長」（『平塚市民文化情報誌たわわ』No.10、平塚市民文化財団）によれば、長右衛門は
「明治5年（1872）足柄県第二大区第一一小区の区長兼真土村外三か村の戸長職についた」。大区小区制は72年
より全国的に敷かれたものだが、中村崇高「神奈川県下における戸長役場史料の文書管理」（『神奈川県立公文
書館紀要』第6号、2008年12月）によれば、神奈川県は73年の「区番組制の採用時で、大区―番組（小区／
戸長）―町村（村用掛）という支配体制をと」り、足柄県は72年11月より「大区と小区を設置し、大区（区
長）―小区（副区長）―町村（戸長）という体制を採用した。すなわち前者では小区、後者では各町村に戸長
がおかれ、両県でその設置レベルが異なっていた」。つまり76年4月の足柄県廃止に伴う真土村の神奈川県編
入に際しては、長右衛門は神奈川県政下の戸長職（小区の長）にスライドしていたことになる。とすれば、事
件時の長右衛門を「区長兼戸長」「戸長」とするのは論外としても、『大野誌』などのように免職時に「区長兼
戸長」であったとするのも誤りとなる。なお大区小区制は機械的・集権的な地方行政の統合で現場が混乱した
ため、78年の町村制導入により旧来自治との調整が図られた。

（3） 死傷者数には諸説あり、当時の新聞報道でもほとんど一致しない。ここでは焼討ちの実況検分にあたった官憲
の報告、被疑者供述、被害者証言などにより「確定」されたであろう死者7人・負傷者4人の数字をとった。松
木邸跡地の一角に建立された「怨親を超えた人々の碑」にある関係者一覧と、『怨親平等』（註50参照）が列挙
した犠牲者一覧はほぼ同定できる（松木長右衛門、伊藤婦美、松木良輔、松木素三郎、宇野知世、宇野や満、
山明権六、小宮政吉）。ただし長右衛門妻・伊藤婦美は負傷したものの、難を逃れた一人と思われる。仲裁が
あって取り下げとなるが、残された負債者はなお事件一ヶ月後の11月29日に大審院に上告書を出して争う構
えを見せており、その被告に「婦美」があげられ（『市史』118）、また放火殺傷に対する判決宣告のなかでも
負傷者筆頭・被害証言者として指呼されている（『市史』161）からである。また藤沢署雇の三橋善太郎が前足
柄県令柏木忠俊に宛てた手紙でも、負傷しながらも実家に逃れた由が「長右衛門妻ヨリ治療中之物語」として
報告された（『市史』125）。この報告がいう「死亡人」は「松木良輔、同人妻ちせ、松木長右衛門、同素三郎、
根岸政太夫妻やま、番人権六、僕政吉」。
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と
事
情
聴
取
の
の
ち
お
と
な
し
く
捕
縛
さ
れ
た）

4
（

。
か
れ
ら
が
横
浜

の
戸
部
監
獄
署
に
引
っ
立
て
ら
れ
て
い
く
と
き
、
村
民
は
土
下
座

し
て
こ
れ
を
送
っ
た
と
い
う）

5
（

。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
凄
惨
を
き
わ
め
る
紛
擾
が
起
き
た
の
か
。
そ

も
真
土
村
の
村
民
六
五
人）

6
（

は
貧
窮
の
た
め
、
長
右
衛
門
に
先
祖
伝

来
の
耕
作
地
を
そ
れ
ぞ
れ
質
入
れ
し
て
い
た
。
長
右
衛
門
自
身
の

所
有
地
は
一
〇
町
歩
余
で
あ
っ
た
が
、
質
地
は
三
〇
町
歩
に
も
及

ん
だ
と
い
う
。
そ
の
長
右
衛
門
が
壬
申
地
券
の
発
行
を
テ
コ
と
し

て
質
地
を
流
地
扱
い
し
、
地
券
を
自
己
名
義
で
受
け
た
た
め
に
こ

の
惨
劇
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
村
役
人
立
会
い
の
も
と
の
質
地
請

戻
し
の
口
約
束
を
信
じ
て
い
た
負
債
農
民
た
ち
は
、
長
右
衛
門
が

土
地
を
返
さ
ぬ
肚
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
当
初
は
直
談
判
を

繰
り
返
し
た
。
し
か
し
長
右
衛
門
の
態
度
豹
変
に
埒
が
あ
か
ず
、

一
八
七
六
年
七
月
に
は
土
地
計
測
の
た
め
村
を
訪
れ
た
地
租
改
正

掛
に
歎
訴
し
、
八
月
に
代
言
人
塩
谷
俊
雄
を
立
て
て
小
田
原
警
察

署
に
訴
え
、
双
方
面
談
に
及
ぶ
も
解
決
せ
ず
県
警
保
課
（
県
警
本

部
相
当
）
に
移
管
さ
れ
た
。
一
〇
月
上
旬
に
は
双
方
呼
び
出
し
て

の
取
り
調
べ
が
あ
り
、
ま
た
「
四
隣
村
吏
ヘ
実
際
ノ
事
由
ヲ
推
問

ス
ル
ニ
、
村
民
ノ
申
条
方
正
ニ
シ
テ
、
全
ク
長
右
衛
門
奸
謀
ナ
ル

ヲ
保
証
ス）

7
（

」
と
い
う
県
側
の
調
査
も
あ
っ
た
た
め
、
長
右
衛
門
は

一
〇
月
五
日
付
で
戸
長
・
村
用
掛
を
免
職
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て

負
債
者
は
一
一
月
に
質
地
請
戻
し
を
横
浜
裁
判
所
に
訴
え
、
長
右

衛
門
以
外
の
真
土
村
内
地
主
の
同
情
的
な
意
見
書
も
獲
得
し
、
一

年
半
後
の
七
八
年
四
月
一
六
日
に
勝
訴
し
た
。
と
こ
ろ
が
長
右
衛

門
が
控
訴
し
た
東
京
上
等
裁
判
所
で
は
、
新
た
に
証
拠
と
し
て

持
ち
出
さ
れ
た
「
流
質
売
買
書）

8
（

」
な
ど
が
決
め
手
と
さ
れ
、
九
月

三
〇
日
に
逆
転
敗
訴
し
て
し
ま
う
。
質
置
主
（
負
債
者
）
た
ち
は

つ
い
に
金
策
に
窮
し
て
大
審
院
に
上
告
で
き
ず
、
逆
に
小
田
原
区

裁
判
所
に
訴
え
出
た
長
右
衛
門
に
「
小
作
延
滞
」
と
「
訴
訟
入
費
」

と
で
「
弐
千
四
百
円
余
」
の
支
払
い
を
迫
ら
れ
、
窮
余
の
示
談
内

済
も
蹴
ら
れ
た
た
め
、「
衆
議
ヲ
以
テ
司
法
省
江
掛
込
ミ
願
ヒ
ノ

一
手
段
ニ
帰
シ
」
た
が
筋
違
い
と
て
門
前
払
い
と
な
り）

7
（

、
い
よ
い

よ
家
族
も
ろ
と
も
身
代
限
り
（
破
産
）
の
危
機
に
立
た
さ
れ
る
。

そ
し
て
「
同
志
六
十
四
名
死
を
決
し
、
法
犯
な
れ
ど
も
松
木
一
家

を
滅
亡
の
外
な
し
と
協
議
一
決
し
て
徒
党
を
な
し）

9
（

」
た

│
と
い

う
の
が
襲
撃
に
い
た
る
ま
で
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
つ
ま
り
暴
殺

（
謀
殺
）
の
蹶
起
は
覚
悟
し
た
う
え
で
の
復
讐
の
行
動
で
あ
っ
た
。

な
お
、
騒
動
勢
に
は
義
憤
に
応
じ
た
大
工
の
棟
梁
や
開
業
医
も
含

ま
れ
て
お
り
、
行
動
の
根
拠
を
窮
乏
だ
け
に
求
め
れ
ば
事
件
の
複

合
的
性
質
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

新
政
反
対
一
揆
の
余
塵
が
く
す
ぶ
る
さ
な
か
の
こ
の
事
件
は
、

未
だ
屈
す
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
共
同
体
内
の
民
衆
と
、
こ
れ
に
敵
対

す
る
〈
私
〉
の
体
現
者
│
地
主
・
高
利
貸
と
の
相
反
す
る
二
つ
の

世
界
に
計
り
知
れ
な
い
衝
撃
を
与
え
た
。
先
回
り
し
て
い
え
ば
、

｢

近
代
的
な
社
会
・
経
済
原
理
と
民
衆
的
な
伝
統
原
理
の
対
抗

（
原
理
的
対
抗）

10
（

）」
が
厳
し
く
存
在
す
る
状
況
の
も
と
で
、
襲
撃
が
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義
挙
と
し
て
広
く
受
け
と
め
ら
れ
る
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま

き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
義
挙
は
苛
斂
誅

求
を
討
つ
正
義
の
物
語
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
村
落
共
同
体
の
扶

助
的
慣
行
を
破
壊
す
る
〈
私
（
私
有
）〉
の
壟
断
に
反
撃
し
た
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
主
体
に

一
定
の
共
同
性
が
存
す
る
と
目
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
騒
動
は
思
い

も
よ
ら
ぬ
支
持
の
広
が
り
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

刑
事
事
件
と
し
て
の
真
土
騒
動
は
、
現
在
で
は
と
う
て
い
考
え

ら
れ
な
い
結
末
を
迎
え
て
い
る
。
神
奈
川
県
下
の
農
村
で
は
騒

動
を
支
持
す
る
減
刑
歎
願
運
動
が
燎
原
の
火
の
よ
う
に
広
が
っ
た

が
、
こ
れ
で
判
決
が
覆
さ
れ
な
け
れ
ば
、
事
件
は
同
情
す
る
余
地

が
あ
る
に
せ
よ
、
た
だ
極
悪
非
道
の
七
人
殺
し
と
し
て
近
代
史
の

闇
に
消
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
当
時
の
現
実
は
逆
を

い
く
。
騒
動
の
帰
結
は
放
火
殺
傷
事
件
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、

暴
殺
の
実
行
者
た
ち
が
「
憫び

ん
り
ょ
う
諒
」（
あ
わ
れ
み
）
の
も
と
に
救
済

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
八
〇
年
五
月
二
〇
日
に
は

冠か
む
り

弥
右
衛
門
、
伊
藤
佐
次
兵
衛
、
伊
東
元
良
、
伊
藤
音
五
郎
の

四
人
に
斬
罪
（
死
罪
）、
福
田
小
左
衛
門
、
石
川
儀
左
衛
門
、
伊

藤
兵
左
衛
門
、
冠
伝
次
郎
、
新
倉
嘉
兵
衛
、
佐
藤
安
五
郎
、
冠
峯

松
の
八
人
に
懲
役
八
年
三
一
七
日
（
懲
役
一
〇
年
に
未
決
算
入
）、

伊
東
杢
左
衛
門
、
伊
藤
佐
五
左
衛
門
、
伊
東
平
兵
衛
、
伊
藤
藤
吉
、

伊
藤
岩
次
郎
、
伊
藤
権
兵
衛
、
伊
藤
治
良
左
衛
門
、
伊
藤
富
五
郎
、

伊
藤
兼
吉
、
小
野
田
勘
右
衛
門
、
山
本
乙
右
衛
門
、
吉
野
弁
蔵
、

（4）　 前出の三橋善太郎の報告によれば、10月30日に17人、11月3日に1人、5日に14人、計32人が捕縛された。
「明治の昔譚　眞土騷動」や『大野誌』では被疑者を56人とする。

（5）　 見送ったのは近郷の人々だけではなかったようで、長谷川伸の自伝『ある市井の徒』（中公文庫版、1991年
2月10日）には、若いころ和泉村（現横浜市泉区）を在所とした著者の母が、近隣の人々とともに戸塚に出
て捕縛者を見送ったとある。曰く、「平塚から横浜までの間、道路の両側に見送りの人々が、垣をつくったよ
うに並んでいたそうです。その人々の過半以上が見送りで見物ではないのです。到る処でだれが音頭をとる
ともなく、南無阿弥陀仏と称名の声が起こったそうです」。この説話の存在は井上弘『平塚̶ゆかりの文人た
ち』（門土社総合出版、1993年12月22日）に教えられた。また丸山清「常光寺と真土騒動の関係について」
にも、被疑者の護送時に「英雄視した民衆が一目みようとして、沿道を埋め尽したと伝えられている」とあ
る。

（6）　 質地係争裁判の横浜地裁判決（『市史』110）、東京上等裁判決（『市史』113）、野村靖「上申書」（註7参照）
による。事件後の土地処理に際して作成された「入費割約定書」（『市史』138）と「冠彌右衙門事蹟」（註9参
照）は64人、「明治の昔譚　眞土騷動」『怨親平等』は6人、丸山清「常光寺と真土騒動の関係について」は
69人とする。

（7）　 野村靖「上申書」（『市史』153）。減刑歎願のため県令野村が1878年12月に右大臣岩倉具視に宛てた文書で、
地租改正事業に携わってきた県二等属の添田知通に起草させたもの。小林孝雄「真土村騒動起こる」では12
月6日に添田より野村に呈されたというが、大湖賢一「真土事件と民衆の土地所有観念」（『京浜歴科研年報』
第8号、京浜歴史科学研究会、1994年1月30日）の分析によれば9日に上申されたようだ。

（8）　 「明治の昔譚　眞土騷動」の表現による。『大野誌』は「名義書き換えは即ち質流しとなった」主旨の文書と
している。地券名受けの際の長右衛門による同文書の作成については絵草紙・講談類でも言及されたが、上
等審資料としての実物は未見。あるいは判決文にいう「地券ハ地所持主タル確証ノ旨趣ニ付云々ト記載アル」
「為取換証文」（原告第6号証）のことか。

（9）　 冠友吉「先代　冠彌右衞門事蹟」（『吾等の郷土』所収）。1920年12月15日時点での記録。
（10）鶴巻孝雄『近代化と伝統的民衆世界　転換期の民衆運動とその思想』（東京大学出版会、1992年5月25日）
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三
上
長
次
郎
、
井
上
所
左
衛
門
の
一
四
人
に
懲
役
三
年
の
判
決
が

宣
告
さ
れ
る
が
、
そ
の
直
後
に
斬
罪
の
判
決
が
覆
さ
れ
る
。
な
お

主
導
者
の
一
人
と
目
さ
れ
た
高
橋
新
七
は
病
の
た
め
判
決
直
前
の

五
月
一
〇
日
に
獄
死
し
（
享
年
五
七
）、
判
決
後
の
翌
八
一
年
七

月
九
日
に
は
在
村
医
師
の
伊
東
元
良
も
主
導
者
の
一
人
と
し
て
獄

中
に
病
死
し
た
。

　

す
で
に
事
件
直
後
の
二
六
人
の
未
決
「
拘
留
」（
現
在
で
い
う

勾
留
）
中
の
時
点
で
、
神
奈
川
県
下
三
郡
一
六
八
ヶ
村
（
淘ゆ

る
ぎ綾

郡

二
〇
ヶ
村
、
大
住
郡
一
一
七
ヶ
村
、
愛
甲
郡
三
一
ヶ
村
）
の
総
代

が
「
御
憫
愍
ノ
御
沙
汰
」
を
求
め
る
歎
願
書
に
「
連
員）

11
（

」
し
、
ま

た
仏
教
者
主
導
の
歎
願）

12
（

な
ど
各
種
の
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

県
令
野
村
靖
は
こ
の
勢
い
に
お
さ
れ
、
事
件
二
ヶ
月
後
の
一
八 

七
八
年
一
二
月
九
日
に
は
右
大
臣
岩
倉
具
視
に
上
申
書）

7
（

を
提
出
し

て
い
る
。
当
初
主
導
と
み
な
さ
れ
た
一
二
名
以
外
は
七
九
年
二
月

二
四
日
付
で
保
釈
が
決
定
さ
れ
た
が
、
残
る
全
員
の
保
釈
あ
る
い

は
放
免
の
歎
願
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
た）

13
（

。
さ
ら
に
面
会
願
は
も
と

よ
り
、
真
土
村
在
地
の
監
獄
建
設
の
歎
願
（
真
土
在
監
に
よ
る
囚

人
外
役
労
働
で
家
作
の
補
完
を
希
望
し
た
）
の
運
動）

14
（

も
親
族
係
累

に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
な
ど
、
事
件
後
の
救
援
運
動
の
広
が
り
が
為

政
者
を
し
て
動
か
し
め
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
首
謀
者
と
し
て
斬
罪
判
決
を
受
け
た
四
人
が
一
八
八 

〇
年
六
月
一
日
に
死
一
等
を
減
ぜ
ら
れ
、
無
期
徒
刑
と
な
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
事
前
の
運
動
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
判
決
か
ら
半
月

も
た
た
な
い
う
ち
に
「
特
典
」
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
四

人
に
対
す
る
減
刑
宣
告
の
う
ち
、
共
通
す
る
核
心
部
分
を
引
く
。

犯
罪
ノ
事
情
タ
ル
村
内
六
拾
余
名
ヨ
リ
、
長
右
衛
門
ヘ
質
入
セ

シ
地
所
ノ
受
戻
ニ
付
紛
議
数
年
ニ
渉
リ
、
毎
戸
ノ
生
計
旦タ

ン
セ
キ夕
ニ

迫
リ
、
一
村
ノ
滅
落
維コ

レ

ニ
谷キ
ワ

マ
ル
ハ
、
偏ヒ
ト
エ
ニ
長
右
衛
門
ノ
好

計
ニ
陥
シ
入
レ
ラ
レ
タ
ル
者
ト
認
メ
、
一
意
此
苦
患
ヲ
救
ワ
ン

ト
欲
ス
ル
ニ
出
テ
、
全
ク
一イ

ッ
コ己

ノ
私
怨
ヲ
逞
フ
シ
又
ハ
賊
心
等

ヨ
リ
生
シ
タ
ル
者
ト
其
旨
趣
ヲ
異
ニ
シ
、
事
情
憫
諒
ス
ヘ
キ
モ

ノ
ア
ル
ニ
付
、
特
典
ヲ
以
テ
本
罪
ヨ
リ
一
等
ヲ
減
ス）

15
（

（
ふ
り
が

な
は
引
用
者
）

　

事
件
が
講
談
化
さ
れ
る
素
地
が
す
で
に
こ
の
公
文
書
の
な
か
に

現
れ
て
い
る
。
減
刑
の
説
諭
と
し
て
質
地
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ

い
て
ふ
ま
え
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
村
民
「
苦
患
」
の
原
因
を

松
木
長
右
衛
門
の
「
奸
計
」
に
の
み
求
め
、
い
っ
た
ん
は
死
罪
に

問
う
た
行
動
に
私
怨
は
な
か
っ
た
と
認
め
る
（
つ
ま
り
民
衆
の
歎

願
が
い
う
「
公
怨
」
の
追
認
）。
暴
殺
の
勧
善
懲
悪
的
性
格
が
公

権
力
に
よ
っ
て
認
容
さ
れ
た
格
好
で
あ
る
。
し
か
も
、
懲
役
三
年

囚
の
仮
出
獄
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
首
魁
と
さ
れ
た
冠
弥

右
衛
門
が
養
親
を
理
由
と
す
る
収し

ゅ
う

贖
）
16

し
ょ
く（

に
よ
っ
て
一
八
八
二
年

二
月
八
日
に
放
免
さ
れ
た
。
ま
た
新
倉
嘉
兵
衛
も
家
族
困
窮
の
た

め
仮
出
獄
が
許
さ
れ
（
歎
願
書
は
八
二
年
五
月
二
五
日
付
）、
石
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川
儀
左
衛
門
・
佐
藤
安
五
郎
は
病
身
の
自
宅
療
養
が
認
め

ら
れ
収
贖
放
免
と
な
り
（
儀
左
衛
門
分
の
歎
願
書
は
八
一

年
九
月
付
、
安
五
郎
分
は
八
二
年
一
〇
月
二
六
日
付
）、

八
八
年
二
月
中
に
は
無
期
懲
役
の
伊
藤
音
五
郎
・
伊
藤
佐

次
兵
衛
が
仮
出
獄
し
た
。
さ
ら
に
九
〇
年
の
憲
法
発
布
に

伴
う
恩
赦
で
残
る
全
員
が
放
免
さ
れ
帰
村
し
た
。
む
ろ
ん

事
件
後
の
土
地
処
理
で
真
土
村
民
の
苦
闘
は
そ
の
後
も
続

い
た
（
そ
の
過
程
で
武
相
困
民
党
仲
裁
人
と
も
な
っ
た
横

浜
戸
部
村
の
海
老
塚
四
郎
兵
衛
の
仲
介
・
援
助
を
受
け

た
）。
だ
が
放
火
殺
傷
の
実
行
者
の
う
ち
に
は
病
気
に
よ

る
獄
死
者
は
い
て
も
、
刑
死
者
は
一
人
も
い
な
い
。
の
ち

の
負
債
農
民
の
実
力
行
使
者
に
は
そ
れ
相
応
の
報
復
が

待
っ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
真
土
村
事
件
へ
の
司

法
の
対
処
は
い
か
に
も
特
異
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は

維
新
後
な
お
も
揺
れ
動
く
新
政
府
の
失
態
を
意
味
し
て
い

た
。
事
件
に
対
す
る
温
情
措
置
も
あ
い
ま
っ
て
の
勧
善
懲

悪
譚
の
展
開
へ
の
記
憶
が
、
の
ち
の
松
方
デ
フ
レ
期
の
負

債
農
民
騒
擾
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。

　

事
件
の
推
移
が
こ
う
で
あ
れ
ば
勢
い
そ
れ
は
戯
画
化
さ

れ
る
。
一
度
は
死
罪
を
え
た
首
謀
者
た
ち
が
助
命
さ
れ
る

と
い
う
波
乱
の
展
開
に
、
新
聞
記
者
は
も
と
よ
り
戯
作
家

も
ま
た
取
材
し
、
か
な
り
脚
色
さ
れ
た
絵
草
紙
、
講
談

本
、
芝
居
が
発
表
さ
れ
、
事
件
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い

（11） 『吾等の郷土』所収の平川定五郎氏所蔵資料による。後代の『大野誌』では平川良一氏所蔵とあり文書が相続
されたものと思われるが、村数合計に異同がある（『大野誌』の数え間違いか）。この平川氏所蔵のものと同
文を歎願前文とし、別途歎願書なるテキストを付したものもある（註26参照）。『大野誌』は「署名運動は翌
［明治］12年まで続き、その数480本15,000名に達したという」（［］は引用者）と伝え、「伊藤音五郎氏より
聽取書」（『吾等の郷土』）には「歎願書、相模三郡卽ち大住淘綾愛甲、役人寺方實に其數四百八十本命乞ひの
判、命乞ひに捺印せしもの千八百人」とある。万単位の署名者数の真偽については不明だが、大湖賢一「真土
事件と民衆の土地所有観念」が『大政類典』第4編によりながら1879（明治12）年中にも多数の嘆願があっ
たことを明らかにしている。なお平川氏所蔵の歎願書は負債者側の代言人塩谷俊雄と岡本忠三が発起して起
草したもので、裁判闘争中に農民らの定宿となった山崎屋の河野与七・啓二親子が各村役人らをオルグした
という。

（12） 『大野誌』によれば「寺社関係に対しては藤沢常光寺、真土東光寺が中心となって、建長寺、円覚寺、光明寺、
遊行寺、地獄寺（品川にあった。芝増上寺の隠居寺である）などの名刹をはじめ多くの寺社の署名が得られて
いる」。丸山清「常光寺と真土騒動の関係について」も、常光寺が東光寺とはかって檀徒の署名獲得に尽力し
たとする。実際に1879年5月付の建長寺、円覚寺、清浄光寺の三住職連名の歎願書が残されている（『市史』
159）。

（13） 1879年2月には伊藤富五郎の保釈願が出され（『市史』154）、『市史』には伊藤権兵衛の同種願書もあると註
される。また同年5月付の全員放免の歎願書（『市史』157）には、（騒動勢は）「一時私欲ノナス処ニ非ス」と
見える。他に同5月付の各種願書として、冠伝次郎の放免歎願書（『市史』158）や大住郡小鍋島村民による
一二人放免の歎願書と対象者数不明の赦免歎願書があり（『大野誌』）、後者の赦免歎願書に「御国法ヲ犯すも
私恨ヨリ出タルニアラズ」「長右衛門怨悪ヲ自ラ招ク」とあるのが注目される。

（14） 伊藤平兵衛家族の面会願は『大野誌』に、他八人の家族の面会願は『市史』156に収録。同じく真土村内の監
獄建設願も『大野誌』、『市史』170に収録。また長谷川伸『ある市井の徒』によれば、事件囚人は戸部在監中
に駿河屋の請負土工として出役労働に従事したという。なお囚人はのちに東京の小菅集治監に移監された。

（15）『市史』162・伊藤昌治氏所蔵。宣告主体は神奈川県。
（16） 金銭収納によって罪をあがなうこと。新律綱領・改定律例の規定では死刑判決を受けた者の収贖を認めない

が、唯一の例外として祖父母・父母が「老疾」で家に「侍養」する者がない場合に限りこれを「聴（ゆる）」
した。小泉輝三朗『明治黎明期の犯罪と刑罰』（礫川全次校訂、批評社、書店発売日1999年11月30日）の解
説では、この例外規定は律が「孝行」を重んじることによるという。なお判決があった1880年初には刑法が
制定され、改定律例とともに刑事法を構成していた新律綱領が廃止された。
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く
。
そ
れ
ら
の
戯
作
は
加
害
者
を
「
死
を
か
え
り
み
ぬ
義
者
」「
義

徒）
17
（

」
と
し
、
殺
さ
れ
た
村
の
有
力
者
を
強
欲
の
悪
漢
と
し
て
描
い

た
。
事
件
は
勧
善
懲
悪
の
物
語
と
し
て
一
世
を
風
靡
す
る
役
割
を

担
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
政
府
は
出
版
条
例
に
よ
っ
て
図
書
を
閲け

み

し
て
い
た
は
ず
で
、
つ
ま
り
こ
の
物
語
の
流
布
を
許
可
し
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
も
最
初
の
絵
草
紙
（
伊
東
市
太
郎
編
輯
・
富
田
砂

莚
閲
・
中
嶋
亨
斉
画
『
相
州
奇
談　

真ま

土ど

晒の

月つ
き

疉た
た
み

之の

松ま
つ

蔭か
げ

』
全

五
編
、
守
屋
正
造
刊
）
の
第
一
分
冊
が
早
く
も
減
刑
決
定
直
後
の

八
〇
年
六
月
中
に
登
場
し
た
こ
と
は
、
売
ら
ん
か
な
の
出
版
事
情

を
差
し
引
い
て
考
え
て
も
、
事
件
が
巷
間
の
注
目
を
集
め
て
い
た

状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
と
見
て
よ
い
。
ま
た
翌
八
一
年

六
月
以
後
、
横
浜
や
東
京
な
ど
で
上
演
さ
れ
た
芝
居
も
大
入
り
と

な
っ
た
と
い
う）

18
（

。

近
代
的
所
有
と〈
公
〉の
問
題
化

　

負
債
者
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
と
れ
ば
、
確
か
に
長
右
衛
門

の
「
質
地
横
領
」
は
土
地
所
有
や
賃
借
を
め
ぐ
る
従
来
の
観
念
か

ら
逸
脱
す
る
不
正
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
壬
申
地
券
発

行
・
地
租
改
正
に
よ
り
近
代
的
土
地
所
有
の
私
権
が
〈
公
〉
的
に

整
備
さ
れ
て
い
く
な
か
に
あ
っ
て
、
長
右
衛
門
が
債
務
償
却
を
土

地
所
有
権
移
転
（
質
地
流
れ
）
に
求
め
た
の
は
、
こ
の
近
代
法
制

が
追
求
す
る
論
理
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
券
発
行
を
補
完
す

る
地
所
質
入
書
入
規
則
に
よ
り
、
質
地
絡
み
の
地
券
は
基
本
的
に

質
取
主
（
債
権
者
）
の
名
義
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
近
代
私
有
制
の
も
と
で
は
、「
持
て
る
地
主
」
こ

そ
が
官
許
の
正
義
を
体
現
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
国
家
に
よ
る
〈
公
〉
は
、
そ
れ
ま
で
に
維
持
さ
れ
て
い
た
村

落
自
治
上
の
〈
公
〉
で
は
な
い
。

　

地
券
発
行
・
地
租
改
正
事
業
の
推
進
に
よ
り）

19
（

、
新
政
府
は
村
落

共
同
体
内
の
土
地
所
持
を
め
ぐ
る
慣
行
│
慣
習
法
を
の
り
こ
え

よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
全
国
で
土
地
争
い
が
頻
発
し
、
神

奈
川
県
下
で
も
地
券
名
請
け
に
起
因
す
る
騒
動
が
発
生
し
た
。
た

と
え
質
地
と
な
ろ
う
と
耕
作
地
を
生
産
者
の
も
の
と
捉
え
る
伝
統

的
占
有
（
所
持
）
観
念
は
、
こ
の
土
地
私
有
擁
護
の
法
制
度
改
革

に
よ
っ
て
そ
の
根
底
か
ら
揺
る
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。「
無
年
季
有
合
次
第
請
戻
」
の
よ
う
な
扶
助
的
賃
借
を
保
証

す
る
共
同
体
規
制
と
し
て
の
在
地
慣
行
は
、
土
地
私
有
制
の
全
国

的
確
立
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
質
取
主
た
る
長
右

衛
門
に
土
地
所
有
権
を
認
め
た
東
京
上
等
裁
判
決
も
、
真
土
村
の

「
一
種
特
別
ノ
村
法
」
と
「
古
来
ノ
習
慣
」
の
存
在
を
類
推
し
つ

つ
争
い
の
事
情
を
斟
酌
し
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
地
券
に
記
載
さ

れ
た
名
義
人
が
所
有
権
者
だ
と
し
て
村
民
を
切
り
捨
て
て
い
る
。

借
金
さ
え
返
せ
ば
土
地
を
請
戻
す
と
い
う
言
葉
を
信
じ
、
地
券
の

名
義
を
長
右
衛
門
と
す
る
こ
と
を
「
仮
名
受
」
と
「
心
得
違
」
し

た
負
債
者
は
、
法
制
度
の
「
趣
意
ヲ
誤
解
」
し
た
だ
け
だ
と
い
う

の
で
あ
る）

20
（

。
こ
の
時
期
、
国
家
は
土
地
争
い
の
仲
裁
者
と
い
う
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〈
公
〉
的
役
割
か
ら
退
場
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
仲
裁
の
媒
介
と

な
る
の
は
た
だ
私
有
擁
護
の
法
体
系
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
地
主
小
作
関
係
は
な
に
も
明
治
維
新
後
に
は
じ
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
地
主
制
的
土
地
所
有
は
す
で
に
一
七
世
紀
頃
に

は
胎
動
し
、
幕
藩
体
制
下
で
も
商
業
的
農
業
が
盛
行
す
る
に
つ
れ

各
地
で
質
地
騒
動
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
事
実
と
し
て
の
地
主
制

的
土
地
所
有
は
一
七
四
四
（
延
享
元
）
年
の
田
畑
永
代
売
買
禁
止

令
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
趨
勢
が
地

租
改
正
で
最
後
的
に
法
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
地
租
改
正
事
業

に
よ
る
近
代
的
所
有
者
の
創
出
は
、
農
村
に
お
け
る
実
勢
と
し
て

は
な
お
一
層
の
小
農
・
小
作
農
の
没
落
と
有
力
者
へ
の
地
所
の
私

的
集
積
を
結
果
し
た
。
豪
農
・
金
貸
に
耕
作
地
を
質
入
れ
す
る
こ

と
で
借
財
し
た
質
置
主
（
質
入
主
）
の
多
く
が
土
地
を
取
り
上
げ

ら
れ
、
小
作
農
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
は
し
ょ
っ
て
い
え
ば
、

続
く
松
方
デ
フ
レ
の
も
と
で
は
農
民
分
解
と
地
主
制
的
土
地
所
有

の
拡
大
が
さ
ら
に
急
激
に
進
行
す
る
の
で
あ
っ
た
。
政
府
は
資
本

主
義
の
原
始
的
蓄
積
の
た
め
に
む
し
ろ
か
か
る
「
変
革
」
を
追
及

し
て
い
た
。

　

し
か
も
、
地
租
改
正
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
地
主
制
的
な
土
地

所
有
の
集
積
だ
け
で
は
な
く
、
入
会
地
（
里
山
）
な
ど
の
元
来
共

有
地
と
さ
れ
て
き
た
土
地
の
官
有
地
化
・
私
有
地
化
が
あ
る
。
改

正
事
業
の
な
か
で
入
会
地
が
有
力
者
個
人
の
私
有
地
と
し
て
分
割

さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
伝
来
の
書
証
や
口
碑
が
な
い
場
合
は

（17） 武田交来録、大蘇芳年画『冠松真土夜暴動（かむりのまつまどのよあらし）』（錦寿堂、1880年9月）。早
稲田大学図書館が同紙をウェブ上で公開している（http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/bunko11/
bunko11_a0505/）。これらの絵草紙では長右衛門は憎々しげに描かれたが、のちに「開明的戸長」とする長右
衛門像の追補が図られた。その最初期のものに時事新報の「明治の昔譚　眞土騷動」があり、当時村役人だっ
た平川徳二郎の「事件の以前は悪人視されてゐなかつた、一つには家柄と一つには学問もあり利巧者だとい
ふので半恐れられてゐたものだつた」とする証言を紹介した。追補ないし訂正された長右衛門像は『大野誌』
『怨親平等』に引き継がれている。

（18） ただし『横浜毎日新聞』1880年6月13日付の記事には横浜湊座の芝居上演差止めが真土村民から県庁に出願
されたとあり、その後の事情は不明ながら、翌年以降の芝居は事件直後の村民の意思を超えたもののようで
ある。この差止め願いが事実なら、多数の受刑者を抱えつつ減刑歎願と救援の運動に奔走していた真土村民
にとって当然の対応であっただろう。

（19） 法制度確立の推移としては、1868（明治元）年12月18日太政官布告第1096号による土地私有の認容（「村々
の地面は百姓地たることを布告」）、71年から東京府で地券発行が先行しつつ、72年2月15日太政官布告第50
号による土地売買解禁（「地所四民共永代売買所持ヲ許ス」）と同月24日「土地売買譲渡ニ付地券渡方規則」の
制定が見られ、さらに7月4日大蔵省達第83号による全国民有地への地券発行・公証の旨達、翌73年1月17日
太政官布告第18号（「地所質入書入規則」）があった。そして7月の太政官布告第272号により地租改正が実施
されていく。詳しくは渡辺尚志・五味文彦編『新体系日本史3　土地所有史』（山川出版社、2002年3月5日）
が参考になる。神奈川県は地券発行に際して72年7月に「地券相渡候ニ付心得書」、9月に「地券心得書」を布
達した。同県の状況については鈴木貴志「地域の慣習に関わる調査報告について」を参照。http://e-souzoku.
com/blog/090224koken.pdf

（20） 「東京上等裁判　判決情」（『市史』113）。なお判決情の日付は「廿日」とあるが、他の資料から30日ではな
いかとする推定が『市史』に示されており、後出註29の『探偵實話　眞土村騷動』収載の「判決書」にも30
日とある。
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そ
の
多
く
が
官
有
地
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
民
衆
の
生
存
闘

争
が
こ
の
領
域
に
お
い
て
も
持
ち
上
が
っ
た）

21
（

。
共
有
地
か
ら
官
有

地
へ
と
強
制
転
換
さ
れ
た
土
地
の
多
く
が
、
さ
ら
に
一
八
九
〇
年

代
末
ま
で
に
「
御
料
地
（
御
料
）」（
＝
皇
有
地
）
と
し
て
編
入

さ
れ
、
こ
う
し
た
上
か
ら
の
盗
奪
に
抵
抗
す
る
騒
動
も
引
き
続
き

各
地
で
起
こ
さ
れ
た
。
つ
ま
り
事
後
的
な
使
用
権
の
保
証
や
「
恩

賜
」
は
、
共
有
地
を
め
ぐ
る
人
々
の
憤
激
に
対
す
る
天
皇
制
国
家

の
側
の
譲
歩
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
元
来
土
地
が
無
主
物
（
あ

る
い
は
生
産
者
が
占
有
す
る
も
の
）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
恩
賜
」

は
た
だ
盗
ん
だ
も
の
を
恩
着
せ
が
ま
し
く
取
り
繕
っ
た
倒
錯
的
な

も
の
い
い
に
す
ぎ
な
い
。
と
ま
れ
、
か
か
る
共
有
地
の
位
置
の
転

変
は
、
国
会
開
設
ま
で
に
皇
室
財
産
を
急
拡
大
さ
せ
よ
う
と
す
る

岩
倉
具
視
ら
天
皇
主
義
者
の
策
動
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ

ら
は
国
会
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
皇
室
財
産
を
分
離
し
て
、

来
る
べ
き
憲
政
か
ら
天
皇
大
権
を
防
衛
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
結
果
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
に
は
「
御
料
地
は

全
体
で
一
五
四
万
町
歩
（

≒ha

）
あ
り）

22
（

」
と
い
う
事
態
と
な
り
、

あ
る
い
は
「
明
治
十
四
年
の
皇
室
料
地
わ
ず
か
六
三
四
町
歩
は
、

九
年
後
の
明
治
二
十
三
年
に
は
三
六
五
万
四
千
町
歩
に
達
し）

23
（

」

た
。
国
有
財
産
の
皇
室
財
産
化
は
不
動
産
だ
け
で
な
く
、
八
四
年

に
は
日
本
銀
行
・
横
浜
正
金
銀
行
の
政
府
保
有
株
式
が
、
ま
た

八
七
年
に
は
同
じ
く
日
本
郵
船
の
株
式
が
「
献
上
」
さ
れ
、
か
く

し
て
天
皇
家
は
日
本
最
大
の
「
持
て
る
者
」
と
な
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
新
政
府
は
戊
辰
戦
争
に
勝
利
す
る
こ
と
で
、
一
八 

六
七
（
慶
応
三
）
年
来
の
朝
廷
│
幕
府
間
の
「
領
地
（
領
知
）」

論
争
に
実
力
で
決
着
を
つ
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
に
将

軍
・
諸
藩
主
を
近
世
領
主
権
者
と
し
て
い
っ
た
ん
定
立
さ
せ
た
う

え
で
、
改
め
て
「
領
主
」
の
地
位
を
奪
い
つ
つ
「
王
土
王
民
」
内

部
の
家
禄
・
賞
典
禄
の
受
給
者
に
転
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ

た
（
秩
禄
処
分
）。
近
世
領
主
の
全
国
的
処
分
は
、
内
戦
終
結
時

に
お
け
る
将
軍
領
・
佐
幕
諸
藩
領
の
一
部
没
収
│
直
轄
地
化）

24
（

や
、

六
八
（
明
治
元
）
年
六
月
一
一
日
の
政
体
書
布
告
に
よ
る
府
藩
県

三
治
制
の
制
定
（
府
県
は
政
府
直
轄
地
）、
一
〇
月
二
八
日
の
藩

治
職
制
布
告
に
よ
る
三
治
一
致
、
六
九
年
六
月
の
版
籍
奉
還
な
ど

に
よ
る
「
領
地
」
進
退
権
能
の
天
皇
へ
の
帰
属
が
遂
行
さ
れ
る
な

か
で
実
現
す
る
。
七
一
年
の
廃
藩
置
県
は
こ
れ
ら
「
領
地
」
統
合

に
依
拠
し
た
地
方
統
治
の
中
央
直
結
化
の
完
遂
で
あ
っ
た
。
と
は

い
え
全
国
「
領
地
」
の
天
皇
へ
の
帰
属
は
、
全
土
を
天
皇
の
も
の

と
す
る
王
土
論
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
り
、
民
間
に
お
け
る
土
地

私
有
の
法
体
系
確
立
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
た
。
当
然
な
が
ら

国
土
国
民
が
天
皇
の
所
有
物
で
あ
れ
ば
、
民
間
で
私
有
権
を
設
定

す
る
こ
と
な
ど
で
き
は
し
な
い
。
そ
れ
は
土
地
所
有
を
め
ぐ
る
権

能
の
入
れ
子
状
態
も
し
く
は
二
重
権
力
状
態
に
な
る
ほ
か
な
い
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
券
交
付
・
地
租
改
正
の
実
現
と
は
王
土
論

の
敗
退
に
ほ
か
な
ら
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
憲
法
制
定
ま
で
を
過
渡
と
す
る
「
領
地
」
を
め
ぐ
る
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理
念
上
の
扱
い
は
、
日
本
で
は
天
皇
が
古
来
よ
り
公
私
を
峻
別

し
て
公
的
統
治
を
行
っ
て
き
た
の
だ
と
す
る
井
上
毅
の
「
シ
ラ

ス
（
シ
ロ
シ
メ
ス
）」
国
体
論
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
、
そ
の
論
理

の
も
と
に
〈
皇
＝
官
＝
公
〉
の
理
念
が
宣
揚
さ
れ
た
。
し
か
し
シ

ラ
ス
国
体
論
に
よ
る
天
皇
統
治
の
正
当
化
は
帝
国
憲
法
の
基
本
原

理
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
も
の
の
、
シ
ラ
ス
は
ず
の
天
皇
の

領
有
が
私
的
な
も
の
と
し
て
〈
官
＝
公
〉
か
ら
分
離
す
る
こ
と
で

自
壊
し
た
。
す
な
わ
ち
八
五
年
の
皇
室
財
産
確
立
の
た
め
の
宮
内

省
内
部
の
御
料
局
設
置
と
、
同
年
末
の
内
閣
制
成
立
と
宮
内
省
の

内
閣
か
ら
の
独
立
に
よ
る
〈
皇
＝
官
〉
の
実
質
的
切
断
が
そ
れ
で

あ
る
。
つ
ま
り
国
体
論
者
の
絶
叫
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇

家
は
私
権
者
と
し
て
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
鵺
的
な
存
在
と
し
て

立
ち
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
下
か
ら
の
民
主
化
と
も
い
う
べ
き

国
会
開
設
運
動
（
自
由
民
権
運
動
）
の
隆
盛
へ
の
対
抗
措
置
と
し

て
国
家
財
政
か
ら
の
皇
室
財
産
の
分
離
確
立
が
強
行
さ
れ
、
そ
の

皇
室
財
産
の
確
立
と
は
ま
た
、
天
皇
家
の
〈
私
〉
的
所
有
者
と
し

て
の
定
位
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
に
お
け
る
私
有

権
確
立
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
近
代
的
所
有
制
の
確
立
の
も
と
に
シ
ラ
ス
国
体
論
的
な
天

皇
＝
〈
公
〉
権
論
が
あ
っ
さ
り
と
瓦
解
し
、
天
皇
家
が
頂
点
と
な

る
〈
私
〉
的
所
有
権
者
の
理
念
的
実
在
が
形
成
さ
れ
た
。
裏
を

返
せ
ば
、
地
券
交
付
・
地
租
改
正
は
天
皇
家
の
莫
大
な
財
産
を
生

み
出
す
た
め
に
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意

味
で
、
生
産
地
の
使

用
・
占
有
に
よ
っ
て

生
き
て
き
た
者
た
ち

が
保
持
し
よ
う
と
し

た
相
扶
的
な
〈
公
〉

と
、
天
皇
制
国
家
に

よ
る
〈
私
〉
の
裏
返

し
で
あ
る
近
代
的
富

裕
者
だ
け
が
構
成
す

る
〈
公
〉（
官
が
こ

れ
を
保
証
す
る
）
は

本
質
的
に
背
理
す
る

も
の
で
あ
っ
た）

25
（

。

〈
公
〉と〈
私
〉の

衝
突

　

相
州
（
神
奈
川

県
）
の
村
落
共
同
体

に
生
き
て
い
た
者
た

ち
は
、
土
地
私
有
法

認
の
進
行
の
も
と
に

あ
っ
て
真
土
村
事
件

を
ど
の
よ
う
に
語
っ

（21） たとえば鹿児島県屋久島の住民は不漁のおりには島の木々を伐採するなど山海の稼ぎで暮らしを立てていた
が、派遣官吏が地租改正を契機に口巧みに住民をおさえつけ屋久島のほとんどを官有地とした（屋久島全域
で95％、山野原林で99％にも及んだという）。山林伐採を盗伐とされた屋久島住民の多くは困窮し、政府相
手の係争を長きにわたって続けざるをえなくなった。住民側は1920（大正9）年の「不当処分取消並びに国
有山林下戻」訴訟判決では敗訴するものの、共有地の強引な官有地化による人心の動揺を怖れた政府は翌年
5月になると鹿児島大林区署に「屋久島国有林経営の大綱」（いわゆる屋久島憲法）を発令させ、国有林の一
部を委託林として住民に管理運営を託し、その代償に一定の林産物譲与を設定した。しかしこれは幸運な一
例にすぎない。

（22） 大澤覚「御料地形成過程の一断章　大木真備の群馬県巡回と復命書」（『嘉悦大学研究論集』第48巻第2号）
http://ci.nii.ac.jp/Detail/detail.do?LOCALID=ART0007528245

（23） 色川大吉『日本の歴史21　近代国家の出発』（中公文庫版、1974年8月10日）。文庫版改版（2006年5月）で
も同内容。

（24） 下山三郎『近代天皇制研究序説』（岩波書店、1976年9月24日）によれば、1868年12月の佐幕諸藩処分によ
る没収地は108万3400石。また中村哲『日本の歴史16　明治維新』（集英社、1992年9月9日）では、政府直
轄地は廃藩置県の直前で860万石に達したとする。その内訳は皇室領12万石、旧幕領420万石、旧旗本領306
万石、残りは反政府諸藩没収地と寺社料上地。

（25） これを弥縫したのが井上哲次郎・元田永孚らの「君臣一家」国体論で、統治権者の〈公〉と民衆の〈公〉の
矛盾を揚棄しないままの包摂を画策するものとして〈家〉が持ち出されていった。
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
八
七
八
年
一
一
月
二
一
日
県
令
に
提
出
さ

れ
た
三
郡
正
副
戸
長
・
村
用
掛
ら
一
九
五
名
の
連
名
に
な
る
歎
願

書）
26
（

は
、
騒
動
に
つ
い
て
「
一
人
ノ
私
怨
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
一
村
一
郷

ノ
公
怨
ナ
リ
、
一
人
ノ
利
害
ニ
関
係
ス
ル
者
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
一
村

一
郷
ノ
利
害
ニ
関
係
ス
ル
者
ナ
リ
」
と
主
張
し
て
い
る
。
殺
害
に

い
た
る
暴
力
の
発
動
は
村
民
の
〈
公
怨
〉
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
土
地
を
詐
取
さ
れ
た
と
観
念
し
た
村
民
の
、
お
そ
ら

く
は
死
罪
と
な
る
蹶
起
者
を
見
送
っ
た
心
は
怨
み
を
晴
ら
し
た
が

た
め
の
犠
牲
を
悲
し
ん
で
の
も
の
に
違
い
な
い
。
だ
が
七
人
に
及

ぶ
衝
撃
的
な
「
暴
挙
殺
戮
事）

7
（

」
は
、
結
果
と
し
て
有
期
刑
の
み
の

報
復
で
終
わ
る
。
こ
れ
は
慈
悲
深
さ
を
演
出
す
る
「
御
上
」
と
、

独
自
の
〈
公
〉
の
論
理
を
主
張
す
る
民
衆
と
の
一
時
的
な
手
打
ち

で
あ
り
え
た
。
県
令
野
村
靖
の
言
葉
を
借
用
し
よ
う
。

乍
恐
維
新
日
猶
浅
ク
民
・
刑
法
庭
ノ
規
律
漸
ク
調ト

ト
ノフ

ニ
近
シ
ト

イ
ヘ
ト
モ
、
所
謂
慣
行
民
法
ノ
規
、
猶
未
タ
全
タ
カ
ラ
ザ
ル
ニ

似
タ
ル
ヲ
以
テ
、
此
際
最
モ
行
政
事
務
ノ
障
碍
ナ
キ
ニ
ア
ラ

ズ
、
則
チ
前
条
真
土
村
ノ
如
キ
モ
銘
々
闔コ

ウ

族
ノ
保
護
ヲ
訴
フ
ル

モ
、
既
ニ
法
律
ニ
依
頼
ス
ル
ヲ
不
得
、
更
ニ
何
レ
ニ
訴
フ
ル
ヲ

不
知
ノ
姿
ニ
立
到
候
儀
ニ
相
見
候
間
、
何
卒
規
律
ノ
外
更
ニ
実

況
御
酌
料
有
之
、
民
・
刑
共
更
ニ
内
閣
ニ
ヲ
イ
テ
御
評
議
被
仰

付
候
様
致
度
、
則
別
紙
共
相
添
上
申
仕
候）

7
（

（
ふ
り
が
な
は
引
用

者
）

　

維
新
か
ら
日
浅
く
、
整
備
さ
れ
た
法
も
よ
く
定
着
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
た
め
、
新
た
な
法
制
度
や
他
に
出
訴
先
を
知
ら
な

か
っ
た
村
民
の
た
め
に
「
規
律
ノ
外
」
の
情
状
酌
量
を
求
め
る
と

い
う
。
さ
ら
に
民
事
・
刑
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
改
め
て
よ
く
評

議
し
て
く
れ
と
要
請
す
る
。
そ
も
そ
も
県
令
野
村
は
「
従
来
か
ら

神
奈
川
県
政
を
支
え
て
き
た
豪
農
層
の
協
力
を
前
提
に
官
民
協
調

の
県
政
を
実
践
し
て
い
た）

27
（

」
の
で
あ
り
、
県
政
上
の
仁
慈
は
「
御

上
」
に
吸
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
太
政
官
司

法
部
の
意
を
受
け
た
神
奈
川
県
が
「
私
怨
ヲ
逞
フ
シ
又
ハ
賊
心
等

ヨ
リ
生
シ
タ
ル
者
ト
其
旨
趣
ヲ
異
ニ
シ
」
と
事
件
の
性
格
を
規
定

し
つ
つ
減
刑
を
宣
告
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
無
期
か
ら
放
免
へ

と
さ
ら
に
寛
典
を
与
え
た
贖
は
、
養
親
と
い
う
「
孝
行
」
を
重
視

す
る
論
理
に
貫
か
れ
て
い
た
。
明
治
政
府
は
幕
府
に
か
わ
る
新
た

な
仁
政
を
展
開
す
る
公
儀
│
「
御
上
」
の
顔
を
歎
訴
す
る
民
衆
に

見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

元
戸
長
を
誅
し
た
行
動
に
民
衆
が
〈
公
〉
の
性
格
を
雄
弁
に
主

張
し
、
国
│
県
が
こ
れ
を
認
め
る
。
揺
れ
動
く
〈
公
〉
の
論
理

の
暫
定
的
な
索
出
が
こ
こ
に
は
あ
り
、
さ
ら
に
新
政
下
の
公
民
た

る
自
己
が
そ
の
な
か
で
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
公

民
と
い
っ
て
も
幕
藩
体
制
の
も
と
の
人
民
で
は
も
は
や
あ
り
え
な

い
。
そ
こ
に
は
変
転
し
つ
つ
あ
る
〈
公
〉
の
性
格
を
わ
が
手
に
摑

も
う
と
す
る
七
転
八
倒
が
投
影
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
。
こ
の
こ
と
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に
つ
い
て
亀
井
秀
雄
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
公
民
た
る
民
衆
も
ま
た
か
れ
ら

自
身
が
抑
圧
者
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
蜂
起
す
る

こ
と
で
抑
圧
追
放
や
制
裁
を
完
成
し
よ
う
と
し
、
そ
れ
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
に
苛
酷
な
処
罰
が
そ
の
相
手
に
下
さ
れ
る
こ
と
を

国
家
に
期
待
し
た
。
そ
の
裏
を
返
す
な
ら
ば
、
公
民
と
し
て
起

し
た
行
動
は
少
く
と
も
そ
の
真
情
を
聴
き
と
ど
け
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
情
状
を
酌
量
し
た
寛
大
な
裁
き
が
受
け
ら
れ
る
は

ず
だ
と
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
国
家
と
「
公
」
の
矛

盾
は
そ
の
犠
牲
者
に
押
し
つ
け
ら
れ
、
も
と
も
と
両
者
は
無
葛

藤
の
関
係
に
あ
る
の
だ
と
い
う
仮
構
が
成
立
す
る）

28
（

。

　

民
衆
の
減
刑
歎
願
運
動
と
そ
の
成
就
の
意
味
と
し
て
な
ら
、
こ

れ
は
巧
み
に
説
明
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
し
か
し
公
怨
を
掲
げ
た

歎
願
の
認
容
は
、
出
発
ま
も
な
い
近
代
天
皇
制
国
家
と
〈
公
〉
の

無
葛
藤
を
演
出
す
る
仮
構
と
な
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
仮
構
で
あ

る
が
ゆ
え
に
一
時
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
事
実
、
の
ち
に
続
く
負
債
農
民
騒
擾
で
は
同
様
の
寛
典
は

な
く
、
債
主
殺
害
に
対
し
て
は
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
（
後
述
の

露
木
事
件
）。
真
土
村
の
四
人
の
減
刑
に
つ
い
て
は
、
政
府
高
官

の
対
応
が
当
初
否
定
的
だ
っ
た
可
能
性
も
類
推
さ
れ
る
。
司
法
部

は
八
〇
年
三
月
に
は
寛
典
の
基
本
方
針
を
決
め
た
と
さ
れ
る
が）

27
（

、

『
毎
日
新
聞
』（
元
横
浜
毎
日
、
現
在
の
毎
日

新
聞
と
は
無
関
係
）
に
連
載
さ
れ
た
『
探
偵

實
話　

眞
土
村
騷
動）

29
（

』
は
当
初
の
緊
迫
し
た

事
態
を
伝
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
先
行
の

絵
草
紙
を
参
考
に
し
た
実
話

0

0

小
説
で
あ
る
た

め
、
当
然
そ
の
内
容
を
事
実
と
見
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
法
務
官
な
ら
さ
も
あ
り

な
ん
と
い
う
減
刑
否
定
の
態
度
が
活
写
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
注
意
し
た
い
。
県
令
野
村

か
ら
情
状
酌
量
を
求
め
ら
れ
た
司
法
卿
田
中

不
二
麿
の
科
白
は
、「
そ
れ
は
情
實
を
聞
い

た
ら
憫
れ
む
べ
き
者
か
知
ら
ん
か
、
法
を
執

る
に
私
く
し
の
情
實
な
ど
は
当
司
法
省
に
於

て
取
り
上
げ
る
譯
に
は
往
か
ん
」。
結
局
は

減
刑
が
決
定
さ
れ
る
た
め
事
実
こ
う
い
っ
た

と
も
思
え
な
い
が
、
そ
れ
が
問
題
な
の
で
は

な
い
。〈
官
＝
公
〉
が
〈
私
〉
の
情
実
に
流

さ
れ
れ
ば
「
他
日
の
弊
を
醸
す
」
と
釘
を
刺

し
、「
放
火
謀
殺
犯
」
を
死
刑
に
処
す
意
向

を
司
法
省
の
ト
ッ
プ
が
示
し
た
と
い
う
実
話

0

0

の
な
か
に
、
寛
典
に
並
行
す
る
治
安
維
持
方

針
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
問
題
と

な
る
の
で
あ
る
。
真
土
村
の
騒
動
以
後
、
同

（26） 『市史』152・伊藤昌治氏所蔵のものによる。前出註10のテキストと同文を歎願とし、続いて二倍ほどの長さ
の歎願書が付されている。引用した文言はこの歎願書中にある。

（27） 大湖賢一「真土事件と民衆の土地所有観念」。野村県政の官民協調路線と太政官司法部の寛典方針の分析につ
いては同論文によった。

（28） 亀井秀雄「内乱期の文学　農民蜂起とその主謀者の像をめぐって」（『明治の文学』、有精堂、1981年12月10
日）。初出は『国語と国文学』第663号（1979年5月）。

（29） 無名氏編『探偵實話　眞土村騷動』（金槙堂、1901年5月18日）。『毎日新聞』に連載された実話小説を二冊
にまとめたもの。国立国会図書館近代デジタルライブラリーで後編だけ公開されているが（http://porta.ndl.
go.jp/Result/R000000008/I000114307）、平塚市中央図書館が前後編の複製を所蔵する。なお減刑歎願運動のく
だりは後編に収載された。
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様
の
事
件
に
減
刑
を
認
め
な
い
政
府
は
あ
く
ま
で
、
近
代
法
理
に

納
得
し
よ
う
と
し
な
い
民
衆
の
動
向
を
睥
睨
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
新
政
反
対
一
揆
を
徹
底
的
に
弾
圧
し
た
方
針
に
背
離
し
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
政
府
の
対
応
の
変
転
が
ど
う
あ
れ
、
伝
え
ら
れ
る
真
土

村
騒
動
勢
の
事
前
の
態
度

│
「
法
犯
な
れ
ど
も
協
議
一
決
」
を

見
る
の
で
あ
れ
ば
、〈
私
（
私
有
）〉
を
剛
直
に
展
開
し
よ
う
と
し

た
長
右
衛
門
を
自
治
的
規
範
の
破
壊
者
と
み
な
し
、
こ
れ
を
制
裁

す
る
た
め
の
〈
公
〉
を
装
う
行
動
に
決
死
の
覚
悟
が
要
求
さ
れ
る

事
態
に
変
わ
り
は
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
新
法
を
も
た
ら
し
た

主
体
は
、
真
土
村
民
に
と
っ
て
は
「
御
上
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
か
れ
ら
は
村
役
場
、
警
察
署
、
裁
判
所
、
司
法
省
と

い
う
か
れ
ら
に
と
っ
て
の
為
政
者
に
愁
訴
し
た
。
し
か
し
そ
の
結

果
は
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
新
し
く
立
ち

現
れ
た
統
一
国
家
へ
の
期
待
が
騒
動
勢
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
疑

問
に
も
思
わ
れ
る
の
だ
。
仮
に
騒
動
勢
に
「
寛
大
な
裁
き
」
へ
の

期
待
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
暴
殺
を
ど
う
裁
く
の

だ
と
投
げ
出
す
よ
う
な
あ
る
種
の
開
き
直
り
も
な
い
ま
ぜ
に
な
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
無
言
の
開
き
直
り
の
先
に

減
刑
歎
願
運
動
が
展
開
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
事
態
は
よ
り
暗

い
深
淵
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
騒
動
勢
は
単
に
行
動
に
蹶
起
し

た
も
の
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
抑
圧
者
で
あ
ろ

う
と
し
て
い
た
」
立
場
に
は
、
行
動
に
は
参
加
し
な
い
ま
で
も
そ

れ
を
支
持
し
、
地
主
＝
金
貸
を
「
怨
悪
」
を
自
ら
招
く
者
と
認

識
し
た
人
間
も
当
然
含
ま
れ
る
。
事
件
に
つ
い
て
警
官
に
訊
問
さ

れ
て
も
口
を
割
ら
な
い
村
民
も
ま
た
騒
動
勢
の
一
味
で
あ
る
。
真

土
村
事
件
の
場
合
、
減
刑
歎
願
に
く
わ
わ
っ
た
多
数
の
民
衆
も
ま

た
、「
一
村
衆
民
一
致
同
心
シ
テ
一
家
一
人
ヲ
悪
ム
」（
歎
願
書
）

こ
と
に
事
後
的
に
連れ

ん

袂べ
い

し
た
一
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
歎
願
を
領

導
し
た
と
さ
れ
る
正
副
戸
長
・
村
用
掛
ら
の
心
理
は
憐
憫
と
危
機

の
感
得
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
小
前
衆
は
た
だ
わ
が
こ
と

と
し
て
事
件
を
受
け
と
め
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
歎
願
書
は
、

共
同
体
内
の
階
級
的
異
同
を
一
時
的
に
の
り
こ
え
る
一
味
同
心
の

連
判
状
の
意
味
を
も
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
生
活
と

自
治
の
た
め
に
一
揆
を
結
ん
で
起
つ
百
姓
と
し
て
の
残
存
す
る
心

が
か
ろ
う
じ
て
表
出
し
て
い
る
。
制
裁
の
実
行
者
が
事
前
に
多
く

を
語
ら
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
助
命
を
願
う
同
心
者
の
雄
弁
さ
が

意
味
す
る
も
の
は
、
無
告
の
暴
力
を
社
会
的
強
制
力
へ
と
転
化

す
る
た
め
の
論
理
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。

「
公
怨
だ
か
ら
罪
を
ま
け
ろ
」
と
い
う
論
理
は
神
妙
な
口
調
で
あ

り
な
が
ら
も
、
い
わ
ば
過
渡
的
な
暴
力
の
容
認
を
要
求
す
る
嗷
訴

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
歎
願
は
強
談
判
で
は
な
い

が
、
死
者
の
復
活
を
求
め
る
愁
訴
は
県
令
を
動
か
し
、
慣
習
法
と

新
法
の
衝
突
ま
で
語
ら
せ
た
。
遠
く
中
世
の
荒
法
師
の
嗷
訴
で
は

神
仏
の
威
力
が
担
が
れ
、
あ
る
い
は
幕
末
期
の
世
直
し
騒
動
で
は

独
自
の
大
明
神
が
降
臨
さ
せ
ら
れ
た
が
、
近
代
成
立
期
の
真
土
村
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と
近
隣
の
民
衆
は
、
た
だ
仲
間
の
命
を
担
ぐ
こ
と
で
よ
う
や
く
そ

の
訴
え
を
吐
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

暴
殺
の
首
謀
者
と
み
な
さ
れ
た
四
人
は
、
減
刑
に
際
し
て
も

「
素
よ
り
死
を
決
し
た
る
身
な
れ
ば
、
一
人
不
服
な
く
服
役
に
就

き
居
た
り）

9
（

」
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
音

五
郎
は
そ
の
服
役
態
度
と
職
能
を
も
っ
て
牢
名
主
に
推
挙
さ
れ
た

と
い
い
（
後
出
『
怨
親
平
等
』）、
ま
た
四
人
以
外
の
冠
峯
松
は

一
八
八
五
年
八
月
一
日
神
奈
川
県
典
獄
よ
り
「
真
ニ
遷
善
ノ
者
ト

信
任
ス
」
と
「
賞
表
」
さ
れ
て
い
る
（『
市
史
』
180
）。
か
く
の
ご

と
く
受
刑
者
の
態
度
は
善
道
に
復
し
た
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
秩
序
の
復
旧
を
求
め
る
国
家
と
そ
の
後
を
生
き
る
ほ
か
な
い

人
間
の
合
従
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
暴
力
の
発
動
が
一
定

の
条
件
の
も
と
で
〈
善
〉
に
転
換
さ
れ
る
道
行
き
に
国
家
の
側

も
ま
た
帯
同
し
た
わ
け
で
、
事
件
の
衝
撃
力
は
そ
れ
だ
け
甚
大
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
八
二
年
二
月
に
放
免
帰

郷
し
た
冠
弥
右
衛
門
は
二
年
間
の
農
事
の
の
ち
、「
發
企
の
身
を

以
て
同
志
よ
り
先
に
出
獄
せ
し
は
同
志
に
對
し
不
本
意）

9
（

」
と
息
子

友
吉
に
告
げ
、
獄
死
者
と
松
木
家
を
供
養
す
る
た
め
に
八
四
年

三
月
に
出
家
し
て
諸
国
を
巡
礼
し
、
八
八
年
に
罹
病
し
て
帰
郷
、

一
二
月
に
隣
村
八
幡
の
長
善
寺
に
て
歿
し
た
（
享
年
四
五）

30
（

）。
受

刑
者
の
す
べ
て
が
こ
う
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と

も
行
動
を
発
企
し
た
者
の
態
度
は
明
瞭
で
あ
る
。
出
獄
の
の
ち
も

弔
い
の
た
め
に
世
捨
て
人
た
ら
ん
と
発
心
し
、
仏
門
の
う
ち
に
病

死
す
る
と
い
う
道
行
き
に
は
、
や
は
り
覚
悟
の
ほ
ど
が

確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。〈
私
〉
の
暴
力
に
対
抗

す
る
自
分
た
ち
の
暴
力
に
つ
い
て
は
「
死
を
決
し
た
」

覚
悟
を
示
す
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
語
ら
な

い
ま
ま
襲
撃
に
立
ち
上
が
っ
た
心
意

│
あ
る
い
は
痛

憤
の
あ
と
に
来
る
悲
苦
を
、
本
来
な
ら
死
ん
で
い
た
は

ず
の
生
を
「
世
間
」
の
外
に
生
き
る
こ
と
で
示
す
。
こ

こ
に
揺
ら
ぐ
〈
公
〉
へ
の
言
及
は
な
い
。「
御
一
新
」

の
も
と
の
〈
私
〉
の
起
動
に
対
峙
し
た
自
ら
の
激
し
い

暴
力
を
前
に
し
て
、
ひ
た
す
ら
沈
黙
の
反
芻
が
残
さ
れ

た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
殺
さ
れ
た
長
右
衛
門
ら
は
こ
こ

に
冥
福
を
祈
念
さ
れ
る
ば
か
り
の
御ご

霊り
ょ
うと
な
る
ほ
か
は

な
い
。

流
転
す
る
暴
力
と
そ
の
圧
殺

　

真
土
村
事
件
の
裁
断
後
も
、
富
裕
者
に
抗
す
る
者
た

ち
の
暴
力
は
や
む
こ
と
が
な
い
。
真
土
村
の
激
震
か
ら

六
年
、
同
じ
神
奈
川
県
の
淘
綾
郡
大
磯
宿
（
現
中
郡
大

磯
町
）
で
殺
人
事
件
が
起
き
る
。
一
八
八
四
年
五
月

一
五
日
、
大
磯
宿
に
あ
る
旅
館
川
崎
屋
で
同
郡
一
色

村
（
現
中
郡
二
宮
町
）
の
高
利
貸
露
木
卯
三
郎
と
養
子

幸
助
が
斬
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
襲
撃
の
徒
党
は
足
柄

上
・
大
住
・
淘
綾
三
郡
七
ヶ
村
に
ま
た
が
る
一
一
人
で

（30） 前出註9の「先代　冠彌右衞門事蹟」では「同志中獄死せし人の亡魂を吊ひ、又松木一家之菩提を慰めんと
出家遁生思立、明治十七年三月鎌倉浄土宗大本山光明寺の徒弟と成り、黒衣の身となり、四箇年之間諸國廻
禮なしたり」とあるが、丸山清「常光寺と真土騒動の関係について」は藤沢本町の同宗常光寺での出家とす
る。後者は明治二一年の項に「積譽累本善成法子　十二月十五日　累ヨ達成上人徒弟　真土在　冠弥右エ門
事」と記載された常光寺過去帳による考証のため、そちらが事実であろう。弥右衛門は同寺住職の累誉上人
に入門したのち、再建中の本堂のために修行のかたわら托鉢勧化に参加したという。
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あ
っ
た
と
さ
れ
た
（
の
ち
三
人
釈
放
）。
一
色
村
民
が
こ
の
実
力

行
使
に
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
同
村
の
卯
三
郎
宅
を
同
時

に
焼
討
ち
に
す
る
計
画
が
あ
り
、
そ
の
一
隊
と
な
る
手
は
ず
だ
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
。
一
八
日
付
の
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
よ

れ
ば
「
連
累
は
二
三
百
人
」
で
、「
大
磯
の
方
が
刻
限
を
早
く
発

し
為
に
早
く
も
警
察
官
の
数
多
駆
け
来
り
て
卯
三
郎
の
居
宅
を

も
守
る
様
な
り
し
か
ば
居
宅
の
方
は
遂
に
発
す
る
を
得
ざ
り
し

な
り
」。
真
土
村
の
負
債
者
連
累
は
一
村
の
み
六
五
人
で
あ
っ
た

が
、
露
木
事
件
の
場
合
は
三
郡
七
ヶ
村
を
ま
き
こ
む
数
百
名
規
模

の
大
騒
動
へ
と
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も

こ
の
事
件
に
は
ま
え
ぶ
れ
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
八
三
年
一
〇

月
一
四
日
に
は
大
住
郡
子
易
村
四
〇
人
余
が
竹
槍
を
も
っ
て
同
村

丹
沢
山
に
集
合
し
て
騒
ぎ
、
ま
た
八
四
年
三
月
一
六
日
に
は
大
住

郡
・
足
柄
上
郡
の
村
民
が
大
住
郡
土
屋
村
の
七
国
峠
に
集
会
し
、

ど
ち
ら
も
出
張
警
官
に
説
諭
さ
れ
て
よ
う
や
く
解
散
す
る
と
い
う

胎
動
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る）

31
（

。
い
ず
れ
も
卯
三
郎
に
負
債
を
も

つ
在
地
民
の
大
衆
的
示
威
行
動
で
あ
る
。
行
動
の
集
合
性
は
卯
三

郎
が
手
広
く
金
貸
を
営
ん
で
い
た
実
勢
の
反
映
に
ほ
か
な
ら
な

い
が
（
負
債
圏
は
六
郡
に
及
ん
だ
と
い
う
）、
示
威
に
と
ど
ま
ら

ず
つ
い
に
「
打ぶ

ち
こ
ろ殺

す
」
べ
き
対
象
と
ま
で
か
れ
が
憎
ま
れ
た
の
は

「
強
欲
不
仁
ニ
シ
テ
頗
ル
奸
悪）

32
（

」
の
た
め
だ
と
さ
れ
た
。

　

露
木
事
件
の
前
後
に
は
負
債
農
民
の
騒
擾
事
件
が
相
次
い
で
い

る
。
金
融
会
社
（
銀
行
）
や
高
利
貸
な
ど
の
債
主
に
対
し
、
農
民

た
ち
が
負
債
の
据
置
き
、
年
賦
払
い
、
利
子
の
減
免
を
要
求
し
て

蹶
起
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
八
一
年
以
来
の
松
方
財
政

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
農
村
不
況
に
困
苦
す
る
小
農
や
半
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
（
日
傭
）
と
な
り
つ
つ
あ
る
者
た
ち
の
対
抗
的
な
闘
争

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
デ
フ
レ
の
直
撃
で
農
作
物
の
価
格
が
下

落
し
日
銭
稼
ぎ
の
小
間
仕
事
も
な
く
な
る
一
方
で
は
、
高
利
が
ふ

く
ら
む
ば
か
り
の
借
金
の
方
を
な
ん
と
か
す
る
し
か
な
い
と
い
う

の
が
、「
自
由
」
な
経
済
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
素
朴
な
勘
定
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
勘
定
は
徳
政
幻
想
に
行
き
つ
く
が
、
行
動

の
発
動
が
や
は
り
一
味
同
心
の
論
理
に
よ
る
こ
と
は
看
過
で
き
な

い
。
行
為
の
一
致
に
一
揆
と
い
う
同
志
的
約
定
が
あ
る
こ
と
は
大

衆
蜂
起
の
重
要
な
契
機
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
財
産
所

有
権
、
営
業
の
自
由
、
契
約
の
絶
対
性
、
権
力
の
私
権
領
域
へ
の

不
介
入）

33
（

」
を
原
則
と
し
て
立
っ
た
新
政
府
は
救
済
を
行
わ
な
い
。

減
刑
が
認
め
ら
れ
た
真
土
村
の
騒
動
で
も
、
救
済
は
あ
く
ま
で
刑

事
事
件
処
理
の
範
疇
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
後
の
土
地
処
理
は
民
間

で
の
揉
め
ご
と
と
し
て
一
切
動
い
て
い
な
い
。
真
土
村
の
小
前
百

姓
が
土
地
を
奪
還
で
き
た
と
し
て
も
、
具
体
的
に
は
支
援
者
を
通

じ
て
間
接
的
に
買
い
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
負
債
者
は

そ
の
た
め
の
融
資
を
ま
ず
小
田
原
駅
第
四
十
四
国
立
銀
行
、
つ
い

で
県
か
ら
受
け
た
）。「
徳
政
」
の
実
現
は
、
県
か
ら
の
無
年
期
融

資
が
焦
げ
付
き
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の
一
部
切
り
捨
て
が
認

め
ら
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
し
て
土
地
買
い
戻
し
の
代
償
と
し
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て
負
債
者
は
長
く
借
金
に
苦
し
み
、
融
資
返
済
の
た
め
に
相
互
扶

助
＝
牽
制
的
な
節
倹
法
を
議
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
生
存
の
た
め
の
新
た
な
共
同
体
法
が
衆
議
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
な
が
ら
も
、
経
済
原
理
を
め
ぐ
る
闘
争
と
し
て
は
敗
北
し
た

ま
ま
騒
動
は
終
熄
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
露
木
事
件
が
生
起
し
た
一
八
八
四
年
は
、
神
奈
川
県
下
の

負
債
農
民
騒
擾
が
も
っ
と
も
高
揚
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
武
相
困

民
党
と
い
え
ば
武
蔵
・
相
模
の
国
境
と
八
王
子
一
帯
が
そ
の
根
拠

地
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
県
西
南
部
に
あ
た
る
大
住
・
淘
綾
両
郡

も
ま
た
そ
の
高
揚
に
寄
与
す
る
震
源
地
で
あ
っ
た
。
八
三
・
四
年

は
、
い
わ
ゆ
る
困
民
党
・
借
金
党
な
ど
が
一
府
一
五
県
を
揺
る
が

せ
た
時
期
で
も
あ
る
。
負
債
農
民
の
対
抗
闘
争
と
い
っ
て
も
、
そ

の
要
求
は
慣
行
│
慣
習
法
に
則
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
借
り
た
も

の
は
（
利
子
を
つ
け
て
）
返
す
」
の
が
当
然
と
い
う
現
代
の
「
常

識
」
か
ら
す
れ
ば
、
救
済
を
強
請
し
よ
う
と
す
る
慣
行
は
い
か
に

も
非
合
理
・
不
法
な
も
の
と
感
得
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
け
れ

ど
も
当
時
の
負
債
者
に
と
っ
て
は
、
生
活
と
自
治
を
破
綻
さ
せ
る

ほ
ど
の
「
自じ

儘ま
ま

」（
自
ら
の
思
う
ま
ま
に
す
る
こ
と
）
の
高
利
や

質
流
れ
の
設
定
は
、
非
道
の
所
業
と
観
念
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
す
る
論
理
は
、
扶
助
的
な
賃
借
規
制
を
村
法
と
し
て
富
者

を
縛
る
状
況
へ
の
回
帰
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
前
近
代
の

村
落
自
治
の
論
理
と
相
通
じ
て
い
よ
う
。
し
か
し
松
方
デ
フ
レ
と

い
う
危
機
に
あ
っ
て
は
、
小
農
の
側
も
ま
た
自
己
を
土
地
所
有
者

と
し
て
強
く
意
識
し
つ
つ
あ
っ
た
と
す
る
分
析
も

あ
る
。
土
地
所
有
の
法
認
は
「
多
く
の
農
民
に
土
地

所
有
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
」、
土
地
は
「
経
営
拡
大

の
た
め
の
担
保
と
し
て
積
極
的
な
役
割
を
も
持
つ

よ
う
に
な
っ
た）

34
（

」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し

自
儘
へ
の
憎
悪
が
負
債
農
民
騒
擾
に
存
在
す
る
以

上
、
小
農
の
近
代
的
私
権
者
と
し
て
の
離
陸
は
な
お

慣
習
的
自
治
へ
の
回
帰
願
望
と
い
う
相
矛
盾
す
る

指
向
と
混
交
す
る
状
況
に
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
負

債
農
民
騒
擾
は
、
近
代
的
な
自
由
経
済
原
理
と
伝
統

的
な
連
帯
経
済
原
理
と
の
闘
争
の
極
限
的
表
現
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
闘
争
主
体
の
位
相
か
ら
す
れ
ば

前
近
代
か
ら
の
変
化
の
受
容
も
な
い
ま
ぜ
に
な
っ

た
危
機
的
表
現
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

負
債
者
の
闘
争
は
、
質
置
主
が
窮
迫
し
た
か
ら
引
き

起
こ
さ
れ
た
と
い
う
だ
け
で
は
そ
の
本
質
を
探
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
闘
い
の
根
底
に
は
近
代
的
所

有
が
も
た
ら
し
た
富
裕
集
中
へ
の
過
渡
的
対
抗
原

理
が
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
し
か
し
依
然
と
し
て
、
負

債
減
免
と
い
う
即
物
的
な
要
求
と
と
も
に
そ
の
背

後
に
あ
る
〈
相
扶
的
経
済
の
破
壊
〉
へ
の
伝
統
的
な

怒
り
は
看
過
し
が
た
い
。

（31） 阿部安成「不穏な死体の存在　近代日本の規範秩序と暴力への試論」（『一橋論叢』第122巻第2号、1999年8
月号）http://hermes-ir.lib.hit-u.ac.jp/rs/bitstream/10086/10632/1/ronso1220201500.pdf

（32） 「歎願書」（了義寺所蔵、『大井町史　資料編　近・現代（1）』2000年3月）。なお同資料と後出註33の資料の
存在については大畑哲『続かながわ自由民権探索』（夢工房、2008年5月3日）に教えられた。

（33） 鶴巻孝雄「近代経済原理への反発　困民党・米騒動・小作争議」（『日本20世紀館』、小学館、1999年2月20
日）http://www006.upp.so-net.ne.jp/tsuru-hp/konnminn/k-syougakukann.htm

（34）稲田雅洋『日本近代社会成立期の民衆運動　困民党研究序説』（筑摩書房、1990年12月17日）
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と
こ
ろ
で
真
土
村
事
件
の
行
方
は
、
債
務
に
苦
し
む
人
々
に
あ

る
契
機
を
も
た
ら
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
暴
力
の
発
動
に
よ
る

債
主
屈
服
の
追
求
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
暴
力
に
は
段
階
が
あ
っ

た
。
通
常
の
交
渉
の
あ
と
に
来
る
も
の
は
、
苦
し
紛
れ
の
恐
迫
と

そ
の
た
め
の
嘯し

ょ
う

集し
ゅ
う

で
あ
る
。
露
木
事
件
に
い
た
る
負
債
農
民
の

予
備
的
な
集
団
行
動
も
、
あ
る
意
味
で
は
債
主
に
翻
意
を
促
す
示

威
で
あ
り
え
た
。
そ
れ
ら
の
前
段
階
的
行
動
が
殺
害
と
い
う
物

理
的
な
暴
力
に
ま
で
飛
躍
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
借
金
の
返
済
猶

予
を
容
れ
な
か
っ
た
卯
三
郎
の
自
儘
を
憤
怒
に
か
ら
れ
粉
砕
し

よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
松
方
デ
フ
レ

が
も
た
ら
し
た
農
民
の
分
解
は
激
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
小
作
地
率
を
お
よ
そ
一
〇
年
ご
と
に
見
る
と
一
八
七
三
年
の

二
七
・
四
％
か
ら
八
三
・
四
年
期
の
三
五
・
九
％
へ
の
増
加
が
も
っ

と
も
著
し
く
、
九
二
年
に
四
〇
・
二
％
に
達
し
た
の
ち
、
第
二
次

大
戦
後
の
農
地
解
放
ま
で
四
〇
％
代
後
半
を
推
移
し
た
。
こ
う
し

た
急
激
な
分
解
（
階
級
分
化
）
の
な
か
で
、
土
地
そ
の
も
の
か
ら

溢
れ
た
人
々
（
潰
百
姓
）
は
日
本
型
資
本
主
義
確
立
の
動
力
と
な

る
べ
く
農
村
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
町
に
稼
ぎ
口
が

な
い
者
は
村
落
に
と
ど
ま
り
つ
つ
も
、
糊
口
を
し
の
ぐ
た
め
に
日

傭
に
流
動
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
卯
三
郎
を
債
主
と
す
る
数
郡
の
村

民
一
人
ひ
と
り
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
か
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
資
本
主
義
の
揺
籃
期
に
あ
っ
て
か
れ
ら
は
収
奪

さ
れ
る
側
の
人
間
で
あ
っ
た
と
い
う
以
外
に
な
い
。
と
は
い
え
、

か
れ
ら
は
一
揆
を
結
ぶ
こ
と
で
集
団
と
し
て
の
自
己
を
駆
動
し
え

た
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
収
奪
さ
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
か
っ

た
。
負
債
者
は
流
動
し
な
が
ら
も
、
蹶
起
す
る
主
体
と
し
て
確
か

に
そ
こ
に
い
た
の
だ
。

　

し
か
し
政
府
は
も
は
や
特
赦
を
認
め
な
い
。
一
八
八
四
年
一
〇

月
一
八
日
、
殺
害
の
実
行
者
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
小
島
直
次
郎
、

大
原
儀
三
郎
、
夏
苅
広
吉
、
相
原
文
次
郎
、
関
野
伊
右
衛
門
、
小

林
浅
五
郎
、
加
藤
民
五
郎
、
守
谷
瀧
造
の
八
人
は
横
浜
重
罪
裁
判

所
で
死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
審
院
へ
の
上
告
も
翌

八
五
年
六
月
二
七
日
に
棄
却
さ
れ
、
早
く
も
八
月
一
五
日
に
は
八

人
全
員
の
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
。
こ
の
騒
動
で
は
大
住
・
淘
綾
・

足
柄
上
下
・
愛
甲
・
高
座
の
六
郡
に
及
ぶ
減
刑
歎
願
運
動
が
生
起

し
、「
衆
人
ノ
為
メ
ニ
十
名
ノ
者
等
身
命
ヲ
棄
テ
（
中
略
）
凶
器

ヲ
持
テ
人
ヲ
殺
害
ス
ル
ト
雖
モ
他
人
ニ
損
害
ヲ
及
ボ
ス
ヲ
恐
レ
、

力
メ
テ
白
昼
ニ
事
ヲ
謀
リ
タ
ル
等
ハ
又
悪
徒
衆
集
シ
テ
良
民
ヲ
害

シ
、
財
ヲ
奪
等
ノ
比
ニ
ア
ラ
ズ）

32
（

」
と
主
張
し
た
が
、
助
命
は
か
な

わ
ぬ
夢
と
打
ち
砕
か
れ
た
。
真
土
村
の
騒
動
勢
を
助
け
た
野
村
靖

は
八
一
年
駅
逓
総
監
に
転
じ
て
お
り
、
後
任
の
沖
守も

り

固か
た

は
武
相
困

民
党
を
鎮
圧
す
る
県
令
で
あ
っ
た
。
な
お
、
横
浜
重
罪
裁
判
所
に

対
し
て
独
自
に
寛
大
な
処
置
を
歎
願
し
た
と
い
う
卯
三
郎
の
遺
族

は
、
最
長
二
五
年
賦
・
無
利
子
の
猶
予
と
、
一
括
返
済
の
場
合
の

三
五
％
か
ら
八
七
％
の
減
免
を
債
務
者
に
提
案
し
て
い
る
（
取
引

年
度
ご
と
に
減
免
率
が
異
な
る）

35
（

）。
露
木
事
件
の
騒
動
勢
は
公
怨
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を
認
め
ら
れ
ず
に
刑
死
し
な
が
ら
も
、
負
債
者
連
累
に
経
済
的
困

苦
の
軽
減
を
残
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
刑
事
上
の
決
着
と
負
債

の
整
理
と
い
う
点
で
、
真
土
村
事
件
と
は
ち
ょ
う
ど
逆
の
構
図
と

な
る
幕
引
き
で
あ
っ
た
。

　

露
木
事
件
の
騒
動
勢
に
つ
い
て
、
真
土
村
事
件
の
減
刑
を
見
て

甘
い
期
待
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
推
定
が
あ
る）

36
（

。
確

か
に
真
土
村
七
人
殺
し
の
減
刑
と
い
う
決
着
は
、
神
奈
川
県
下
の

負
債
農
民
に
驚
き
と
と
も
に
あ
る
期
待
の
感
を
抱
か
せ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
露
木
事
件
裁
判
が
大
審
院
ま
で
い
き
つ
い
た
の
は

弁
護
人
主
導
の
闘
争
に
よ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
被
告
の
意
志
が

勝
っ
た
も
の
か
。
し
か
し
騒
動
勢
が
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
そ
の
先
に

死
を
覚
悟
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
事
前
に
連
判
状
に
血
判

し
て
い
た
同
心
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
蜂
起

の
連
判
は
基
本
的
に
死
を
前
提
と
す
る
同
志
的
結
合
を
誓
言
す
る

も
の
だ
か
ら
だ
。
な
ぜ
か
れ
ら
は
血
盟
し
て
二
手
に
分
か
れ
て
行

動
す
る
計
画
さ
え
練
り
上
げ
た
の
か
。「
強
欲
不
仁
」
を
制
裁
す

る
こ
と
に
、
慣
習
的
な
〈
公
〉
の
性
質
が
「
御
上
」
に
看
取
さ

れ
る
こ
と
へ
の
期
待
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
獄
外

の
歎
願
運
動
が
不
発
に
終
わ
る
よ
う
に
、
真
土
村
に
続
く
暫
定
的

〈
公
〉
の
創
出
の
試
み
は
破
産
し
た
。
早
期
処
刑
と
い
う
政
府
の

断
固
と
し
た
対
応
に
は
、
負
債
農
民
騒
擾
の
基
盤
と
な
る
徒
党
を

未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る
意
思
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
徒

党
・
強
訴
・
逃
散
の
禁
止
を
掲
げ
た
五
榜
の
掲
示
が
一
八
七
三
年

の
高
札
制
度
廃
止
と
と
も
に
人
々
の
記
憶
か
ら
薄

れ
ゆ
く
時
期
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
再
度
の
警
告
の

意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
も
露
木
事
件
の
死
刑
判
決
か
ら
確
定
ま
で

の
間
に
は
、
反
政
府
武
装
蜂
起
に
い
た
っ
た
秩
父

事
件
が
あ
る
。
明
治
国
家
は
全
国
に
散
在
す
る
負

債
農
民
た
ち
が
部
分
的
に
政
治
闘
争
に
合
流
し
て

い
く
動
き
を
睨
み
つ
つ
、
民
衆
の
暴
力
を
徹
底
的

に
弾
圧
す
る
こ
と
で
危
機
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て

い
た
。
負
債
農
民
騒
擾
が
小
農
の
自
律
的
運
動
で

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
露
木
事
件
の
処
断
は
、「
自

由
民
権
」
の
思
潮
を
認
識
し
え
た
知
識
人
と
、
伝

統
的
秩
序
へ
の
回
帰
指
向
、
あ
る
い
は
未
だ
見
ぬ

新
た
な
自
治
を
要
求
す
る
混
迷
の
な
か
で
も
が
く

し
か
な
か
っ
た
負
債
農
民
と
を
分
断
す
る
治
安
維

持
の
方
策
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
自
由
党
機
関

紙
『
自
由
新
聞
』
の
一
八
八
四
年
一
〇
月
二
六
日

付
社
説
は
、
福
島
事
件
・
新
潟
事
件
・
加
波
山
事

件
を
「
自
由
ノ
敵
」
と
決
め
つ
け
つ
つ
、「
貧
困

党
」
を
「
国
家
心
腹
ノ
病
」
と
評
し
て
動
揺
し
て

い
る
（
露
木
事
件
加
害
者
へ
の
死
刑
宣
告
は
一
八

日
）。「
国
家
心
腹
ノ
病
」
と
は
貧
民
が
復
讐
主
義

に
陥
っ
て
破
壊
集
団
に
な
る
危
険
性
だ
と
い
う
の

（35） 「借用金年賦契約証」（近藤亘氏所蔵、『綾瀬市史3　資料編　近代』2005年3月）。この契約証によれば、借用
取引の開始年度が1880（明治13）年の場合は25ヶ年賦への繰り延べ（一括返済するなら元金100円に付き13
円に減免）、以下同様に81年度は20ヶ年賦（100円→20円）、82年度は15ヶ年賦（100円→30円）、83年度は
10ヶ年賦（100円→50円）、84年度は5ヶ年賦（100円→65円）という約定となった。

（36） 大畑哲の一連の所説。『神奈川の自由民権運動』（新かながわ社、1981年11月10日）の「燃えさかる農民騒
擾」の項（初出は地方政治新聞の『新かながわ』）、『相州自由民権運動の展開』（有隣堂、2002年9月25日）
の「露木事件の歴史的意義」の項（初出は神奈川県高等学校教科研究会倫社政経部会編『倫社・政経研究』6、
1973年）、『続かながわ自由民権探索』の「露木事件再考」の項など。
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で
あ
る
。
秩
父
困
民
党
は
自
由
党
中
央
に
よ
る
こ
の
貧
民
罵
倒
の

直
後
に
蹶
起
し
た
。
だ
が
窮
迫
す
る
も
の
の
集
合
に
は
、
動
機
と

し
て
の
窮
迫
の
み
な
ら
ず
集
合
そ
れ
自
体
の
論
理
が
あ
る
。
繰
り

返
す
と
、
人
は
窮
迫
だ
け
で
蹶
起
す
る
の
で
は
な
く
、
相
扶
的
・

自
治
的
な
生
活
者
集
団
の
論
理
が
脅
か
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
起
つ
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
相
互
に
縛
る
規
範
の
な
か
で
、
一
時
的
に
そ
の

縛
り
さ
え
突
破
す
る
よ
う
な
結
合
の
論
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一

揆
的
結
合
に
よ
る
蜂
起
が
非
日
常
的
な
集
合
を
も
た
ら
す
地
平
に

お
い
て
、
既
存
の
支
配
関
係
と
は
無
縁
に
な
ろ
う
と
す
る
自
律
的

な
秩
序
へ
の
指
向
さ
え
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
と
も
に
蹶
起
し

て
死
ぬ
と
い
う
こ
と
が
そ
の
共
約
あ
る
い
は
共
軛
の
関
係
を
顕
示

す
る
。
瞬
間
的
な
生
の
燃
焼
と
死
へ
の
道
行
き
は
、
全
員
に
平
等

な
時
間
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

怨
念
の
沈
澱
と
反
復

　

自
由
民
権
運
動
に
参
集
し
た
知
識
人
層
が
ど
う
あ
れ
、
負
債
農

民
は
独
自
の
視
点
を
も
っ
て
露
木
事
件
が
ど
の
よ
う
に
裁
断
さ
れ

る
か
を
注
視
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
以
上
の
債
主
殺
し
は
許
さ

な
い
と
い
う
政
治
権
力
の
明
確
な
意
思
表
示
を
受
け
取
っ
た
は
ず

で
あ
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
あ
と
に
続
く
神
奈
川
県
下
の
負
債

農
民
の
闘
い
は
一
線
を
越
え
る
こ
と
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
か
れ
ら
は
暴
力
を
手
放
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
松
木

長
右
衛
門
と
露
木
卯
三
郎
と
い
う
「
債
主
の
死
」
の
事
実
と
そ
の

記
憶

│
阿
部
安
成
は
こ
れ
を
〈
そ
こ
に
あ
っ
た
死
体
〉
と
言
表

す
る）

31
（

│
を
恐
迫
の
手
段
と
し
て
「
活
用
」
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
恫
喝
が
実
効
す
る
な
ら
ば
、
長
右
衛
門
と
卯
三
郎
（
と
一
緒

に
殺
さ
れ
た
犠
牲
者
）
は
御
霊
と
し
て
担
が
れ
た
こ
と
に
な
る
。

肉
体
の
闘
争
に
敗
北
し
た
金
貸
と
は
い
え
、
一
種
の
禍ま

が

津つ

神か
み

と
し

て
使
役
さ
れ
る
事
態
は
あ
ま
り
に
酷
烈
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
負

債
農
民
も
ま
た
勝
ち
は
し
な
い
。

　

露
木
事
件
に
よ
る
債
主
暴
殺
の
再
現
は
、
土
地
所
有
や
賃
借
を

め
ぐ
る
争
闘
の
磁
場
と
な
っ
た
農
村
社
会
に
あ
っ
て
、
債
主
に

対
す
る
恐
迫
に
あ
る
種
の
質
的
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
た
と
え
殺

害
に
及
ば
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
可
能
性
を
に
お
わ
せ
る
こ
と
で

債
権
者
を
恐
慌
に
陥
れ
て
負
債
軽
減
の
目
的
を
遂
げ
よ
う
と
す
る

動
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
捨
て
身
の
戦
法
と
見
せ
か
け
た
条
件
闘
争

へ
の
純
化
と
い
う
転
換
。
時
と
し
て
債
主
制
裁
を
も
追
及
し
た
負

債
騒
擾
は
、
も
と
よ
り
条
件
闘
争
を
前
提
と
す
る
闘
い
で
は
あ
っ

た
。
し
か
し
真
土
村
事
件
に
せ
よ
露
木
事
件
に
せ
よ
、
そ
の
爆
発

的
な
行
動
は
自
ら
の
死
を
予
感
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
だ

か
ら
こ
そ
そ
の
闘
い
は
条
件
闘
争
と
暴
動
が
融
合
す
る
、
あ
る
い

は
未
分
化
な
ま
ま
の
不
確
か
な
蠢
動
と
し
て
や
が
て
顕
在
化
す
る

ほ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
確
た
る
方
図
を
持
た

ぬ
「
妄
動
」
と
は
い
え
、
そ
の
怨
念
の
先
に
は
能
動
的
な
生
存
権

を
確
保
し
よ
う
と
す
る
限
り
に
お
い
て
の
、
下
か
ら
の
変
革
の
論

理
が
芽
生
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
え
思
わ
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れ
る
。
連
判
は
そ
の
同
志
的
結
合
の
証
で
あ
り
、
嘯
集
の
怒
号
は

言
葉
に
な
ら
ぬ
新
た
な
相
互
制
約
＝
扶
助
的
〈
公
〉
の
創
出
を
見

ん
が
た
め
の
か
け
声
で
あ
っ
た
と
い
え
ば
妄
言
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ

う
か
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
相
互
主
義
の
な
か
に
は

お
そ
ら
く
被
差
別
者
は
未
だ
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

二
つ
の
暴
殺
事
件
の
の
ち
、
負
債
農
民
は
公
怨
を
殺
害
で
果
た

す
と
い
う
極
限
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
る
成
果
を
獲

得
し
よ
う
と
目
的
意
識
的
に
動
き
は
じ
め
る
。
そ
こ
で
は
積
年
の

怨
み
は
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
と
し
て
昇
華
さ
れ
ず
、
負
債
軽
減
を
喝
取

す
る
こ
と
で
そ
の
鬱
積
が
一
時
的
に
棚
上
げ
に
さ
れ
る
。
そ
し
て

棚
上
げ
に
さ
れ
た
怒
り
は
怨
み
に
転
化
し
沈
澱
し
て
い
か
ざ
る
を

え
な
い
。
こ
う
し
て
あ
と
に
続
く
神
奈
川
県
下
の
負
債
農
民
は
貼

札
・
投
げ
文
を
携
え
、
ま
た
集
団
示
威
を
自
ら
組
織
し
、
そ
の
一

部
は
年
賦
軽
減
な
ど
の
債
主
の
譲
歩
を
引
き
出
し
て
い
っ
た
。
か

か
る
動
き
は
一
八
八
五
年
一
月
の
武
相
困
民
党
弾
圧
ま
で
継
続
し

た
。
そ
れ
が
手
段
と
し
て
の
威
嚇
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

お
ま
え
も
し
ま
い
に
は
死
ぬ
ぞ
と
い
う
脅
し
文
句
や
、
焼
討
ち
を

ほ
の
め
か
す
文
言
を
書
き
付
け
た
貼
り
札
・
投
げ
文
に
直
面
す
れ

ば

│
た
と
え
ば
富
農
合
資
の
金
融
会
社
で
あ
る
共
伸
社
社
長
の

梅
原
修
平
宅
（
大
住
郡
尻
村
）
に
は
、
火
札
と
と
も
に
「
津
丶
か

な
起
命
ハ
き
の
ふ
共
伸
社
あ
す
ハ
露
木
の
友
と
な
る
身
ぞ
」
と
書

か
れ
た
紙
が
貼
ら
れ
た）

37
（

│
金
貸
や
金
融
機
関
が
「
狼
狽
一
方
ナ

ラ
ス
」
の
恐
慌
に
陥
る
の
も
無
理
は
な
い
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
生

き
ら
れ
る
条
件
と
し
て
の
相
互
主
義
的
関
係
を
〈
公
〉
の
内
実
と

し
て
社
会
に
強
制
で
き
な
い
怨
念
の
表
現
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
た

め
に
顕
示
さ
れ
る
〈
殺
し
て
生
き
る
／
死
し
て
生
か
す
〉
と
い
う

激
烈
な
想
念
に
人
は
撃
ち
抜
か
れ
る
。
し
か
も
暴
殺
の
記
憶
が
喚

起
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
相
州
郡
村
の
な
か
に
「
人
心
恟
々
」
の

動
揺
も
ま
た
広
が
っ
て
い
っ
た
。
債
主
の
一
定
の
譲
歩
は
村
落
の

動
揺
に
包
囲
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
動

揺
の
も
と
に
自
ら
も
ま
た
追
い
つ
め
ら
れ
る
負
債
農
民
た
ち
は
、

暫
定
的
な
、
し
か
も
僅
か
ば
か
り
の
成
果
を
手
に
し
て
集
合
を
終

熄
さ
せ
て
い
く
。
あ
る
い
は
何
も
果
た
せ
ず
に
日
常
に
還
っ
て
い

く
。

　

し
か
し
大
日
本
帝
国
の
行
く
末
に
は
、
新
た
な
行
き
場
を
求
め

る
集
合
的
憤
怒
の
発
露
が
待
ち
か
ま
え
て
い
た
。
帝
国
国
家
は
富

国
強
兵
の
帰
結
と
し
て
の
対
外
戦
争
の
の
ち
、
手
痛
い
し
っ
ぺ
返

し
を
食
ら
い
は
じ
め
る
。
日
清
戦
争
後
の
先
駆
的
労
働
争
議
の
登

場
（
日
鉄
機
関
方
争
議
は
一
八
九
八
年
二
月
）
や
、
日
露
戦
争
の

講
和
条
約
締
結
に
反
対
す
る
日
比
谷
焼
討
ち
事
件
（
一
九
〇
五
年

九
月
五
・
六
日
）、
東
京
の
電
車
値
上
げ
反
対
騒
乱
事
件
（
〇
六

年
三
月
一
五
日
）
な
ど
の
都
市
暴
動
へ
の
直
面
で
あ
る
。
社
会
主

義
者
が
一
斉
に
「
表
舞
台
」
か
ら
撤
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た

大
逆
事
件
（
一
〇
年
）
を
は
さ
み
、
名
古
屋
で
も
電
車
焼
討
ち
事

件
が
起
き
て
い
る
（
一
四
年
九
月
六
日
）。
こ
れ
ら
以
外
に
も
政

治
的
課
題
に
交
差
す
る
都
市
民
の
直
接
行
動
が
浮
上
す
る
。
憲
政

（37）『神奈川県史　資料編11　近代・現代（1）　政治・行政1』、資料番号104の「騒擾事件と行政取締報告書（4）」
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擁
護
運
動
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
大
正
政
変
（
一
二
・
三
年
）
と
シ
ー

メ
ン
ス
疑
獄
事
件
（
一
四
年
）
に
際
し
て
の
暴
動
が
そ
れ
だ
。
前

者
で
は
警
察
署
・
交
番
・
国
民
新
聞
社
の
焼
討
ち
、
後
者
で
は
国

会
議
事
堂
包
囲
、
警
官
隊
と
の
衝
突
、
突
入
未
遂
と
な
っ
た
。
流

動
す
る
無
名
無
告
の
都
市
民
は
、
や
は
り
た
だ
窮
迫
だ
け
で
蠢
動

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
都
市
暴
動
の
主
た
る
担
い
手
は
、
日
本
資
本
主
義
の

確
立
期
に
大
量
に
生
み
出
さ
れ
た
労
働
者
や
都
市
に
溜
ま
る
貧

者
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
明
治
期
に
も
一
貫
し
て
続
い
た
小
作
争

議
・
米
騒
動
、
労
働
争
議
も
ま
た
日
本
型
産
業
革
命
の
落
し
子
が

担
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
比
谷
焼
討
ち
事
件
で
は
、
無
賠
償
講
和
に

対
し
、
生
活
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
支
持
し
た
戦
争
の
勝
利
に
ふ
さ

わ
し
い
還
元
が
な
い
と
い
う
の
で
政
府
を
攻
撃
す
る
態
度
を
暴モ

ッ

ブ民

が
突
き
つ
け
、
内
務
大
臣
官
邸
、
国
民
新
聞
社
、
警
察
署
・
交
番

な
ど
を
襲
撃
し
て
戒
厳
令
発
令
に
い
た
っ
た
。
侵
略
に
増
長
す
る

よ
う
な
膨
張
主
義
的
な
人
々
の
態
度
に
は
暗
澹
た
る
思
い
で
批
判

す
る
ほ
か
な
い
の
だ
が
、
暴
動
に
は
戦
争
が
も
た
ら
す
生
活
破
壊

に
反
撃
す
る
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
確
認
さ
れ
よ

う
。
畢ひ

っ

竟き
ょ
う、

そ
れ
ら
幾
度
と
な
く
現
れ
る
暴
民
は
、
富
国
強
兵
が

た
も
ら
す
不
可
避
的
な
与
件

│
官
に
紐
付
く
〈
私
（
私
有
）〉

の
横
暴
の
圧
倒
的
拡
大

│
の
な
か
で
資
本
主
義
の
大
勢
に
逆
流

す
る
形
で
自
己
を
表
出
し
た
。
押
し
寄
せ
る
秩
序
の
転
換
の
な
か

で
粗
暴
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
人
々
は
、「
今
の
生
活
難
の
根
本

は
為
政
家
の
無
能
と
学
者
の
腑
甲
斐
な
さ
と
、
之
に
加
う
る
に
富

豪
の
驕
奢
専
横
を
以
て
す
る
か
ら
で
あ
る
、
此
に
到
る
と
狂
人
染

み
て
は
居
る
が
大
塩
中
斉
な
ど
は
一
隻
眼
を
有
し
て
居
っ
た
と
思

う
、
諺
に
享
楽
以
外
に
理
想
の
な
き
国
民
は
必
ず
亡
ぶ
る
と
云

う
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月
一
八
日
）
な
ど
と
高

見
か
ら
罵
言
さ
れ
る
状
況
に
対
決
し
、
自
ら
起
つ
主
体
と
し
て
登

場
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
物
言
う
知
識
人
の
「
底
辺
」
へ
の
勝

手
な
ま
な
ざ
し
が
つ
く
り
あ
げ
る
、
社
会
変
革
主
体
が
存
在
し
な

い
と
い
う
活
字
媒
体
上
の
言
説
状
況
に
対
し
、「
享
楽
以
外
に
理

想
の
な
き
」
と
い
う
虚
像
を
打
ち
消
す
か
の
よ
う
に
し
て
、
蹶
起

主
体
と
し
て
の
自
己
像
を
社
会
に
繰
り
返
し
刻
み
付
け
た
の
で
あ

る
。

　

無
告
の
人
々
の
闘
争
と
い
う
意
味
で
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
七
・

八
月
の
米
騒
動
に
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
は
村
落
に
生
き
る

人
々
と
都
市
に
流
動
す
る
人
々
に
よ
る
、
諸
物
価
暴
騰
に
抗
す
る

意
図
せ
ざ
る
共
同
行
動
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
に
来
て
よ
う
や

く
、
被
差
別
部
落
民
の
大
衆
蜂
起
へ
の
集
団
的
合
流
が
圧
倒
的
事

実
と
し
て
勝
ち
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
々
は
侵
略
に
乗
じ
な
が

ら
な
お
も
が
き
苦
し
む
帝
国
主
義
本
国
人
と
し
て
の
矛
盾
の
た
だ

な
か
に
あ
っ
た
が
、
第
一
次
大
戦
の
戦
争
景
気
に
沸
い
た
の
は
一

握
り
の
産
業
資
本
家
・
金
融
資
本
家
た
ち
な
の
で
あ
っ
て
、
労
働

者
・
雑
業
従
事
者
は
「
分
け
ま
え
」
に
与
る
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
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た
。
多
少
の
実
入
り
・
賃
上
げ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
物
価
騰
貴

に
無
化
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
農
山
漁
村
に
お
い
て
も
貧
者

の
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
大
戦
景
気
に
よ
る
物
価
騰
貴
に
つ
い
て

は
、
日
銀
が
一
八
年
二
月
に
公
表
し
た
調
査
結
果
を
新
聞
各
紙
が

こ
ぞ
っ
て
と
り
あ
げ
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
か
ら
七
月
に

か
け
て
米
価
は
さ
ら
に
二
倍
に
は
ね
あ
が
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
聞
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
に
ら
ん
だ
商
社
・
米
商
の
買
い
占
め
に

は
は
っ
き
り
と
は
言
及
し
な
い
。
し
か
し
人
々
は
小
売
り
店
に
目

を
奪
わ
れ
つ
つ
も
、
投
機
に
狂
奔
す
る
存
在
を
誰
に
教
え
ら
れ
る

で
な
く
か
ぎ
つ
け
て
い
た
。

　

騒
動
の
発
火
点
と
な
っ
た
富
山
県
新
川
郡
魚
津
町
の
漁
師
の

「
女
房
連
」
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
に
何
度
も
米
騒
動
を
経

験
し
て
き
た
前
例
に
な
ら
い
一
揆
の
論
理
に
よ
っ
て
自
発
的
に
行

動
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が）

38
（

、
七
月
二
三
日
に
実
力
で
米

の
汽
船
搬
出
を
阻
止
し
た
こ
と
は
そ
の
慣
習
的
判
断
の
正
し
さ
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
が
い
っ
た
ん
新
聞
に
報
じ
ら
れ
る
や
、
八
月

一
〇
日
の
名
古
屋
・
京
都
の
二
都
市
の
大
行
動
を
通
過
点
と
し
て

騒
動
は
期
せ
ず
し
て
全
国
に
爆
発
し
た
。
そ
し
て
そ
の
伝
播
を
支

え
た
も
の
は
ど
こ
で
も
、
工
作
者
は
い
た
と
し
て
も

│
結
集
を

呼
び
か
け
る
無
名
の
貼
り
紙
な
ど
が
あ
っ
た）

39
（

│
誰
に
も
指
導
さ

れ
な
い
、
あ
る
い
は
相
互
に
な
ら
行
動
を
指
図
し
あ
う
無
名
の

「
集
合
心
性
」（
G
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
そ
れ
は
漁
師
町
・
農
村
で
あ
れ
ば
な
お
一
揆
の
論
理
、
都
市
で

あ
れ
ば
見
え
ざ
る
モ
ッ
ブ
の
論
理
に
よ
る

も
の
と
し
て
現
れ
た
。
相
互
に
見
知
ら
ぬ

分
断
さ
れ
た
者
ど
う
し
が
、
行
動
の
極
限

状
況
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
や
が

て
大
き
な
地
殻
変
動
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
逆
接
的
結
合
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
行

動
の
単
位
と
し
て
は
党
を
与く

み

す
る
に
す
ぎ

な
い
が
（
も
っ
と
も
こ
の
場
合
の
党
と
は

徒
党
の
こ
と
で
政
治
組
織
を
意
味
し
な

い
）、
徒
党
と
い
う
単
位
と
行
動
の
連
鎖

が
広
が
る
時
、
行
動
主
体
が
や
が
て
ば
ら

ば
ら
に
還
っ
て
い
く
日
常
に
あ
っ
て
も
消

え
よ
う
と
し
な
い
あ
る
確
信
が
も
た
ら
さ

れ
る
。
そ
れ
は
〈
お
ま
え
も
あ
の
時
そ
こ

に
い
た
〉
と
い
う
連
鎖
す
る
信
頼
と
そ
の

記
憶
で
あ
る
。

　

留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
特
に
都
市

暴
動
で
は
大
量
の
検
挙
者
・
下
獄
者
を
出

し
て
い
る
こ
と
だ
。
集
合
の
内
実
は
と
も

か
く
と
し
て
、
弾
圧
が
あ
っ
て
も
な
お
量

的
な
飛
躍
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
共
鳴
を
呼

び
起
こ
す
民
衆
の
胎
動
が
群
れ
と
し
て
の

新
た
な
内
容
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
状
況

（38） 1918年7月23日、富山県下新川郡魚津町の出漁する夫たちの留守を預かる「女房連」46人は、仲仕の消極的
協力もあって魚津港で富山県産米の汽船による積出を実力で阻止した。この騒動はすぐに近隣に伝播し、ま
ず中新川郡東水橋町・西水橋町で8月3～5日にわたって「女房連」300人が活動、そして6日午前0時すぎに
同郡滑川町でやはり女たちが結集して仲間を呼ばわった。その結集形態について『大阪朝日新聞』（7日付、
高岡電話）は、「6日午前零時頃かねて諜し合せしものの如く同町漁師町の細民家族は期せずして裏浜に集合
し直に手分を為し各戸を叩き起し『お嬶出ぬか』と家族の出動を連呼しつつ全町を戸毎に訪ずれたれば忽ち
三百余名の一大集団を形造りたり」と報じた。記事タイトルは「女房軍愈猛る」。

（39） 吉田健二・小宮源次郎「広島県の米騒動に関する新史料　「不穏の文字の貼紙」5枚」（『大原社会問題研究所
雑誌』第609号、2009年7月）に紹介されている貼り紙の一例を見ると、「福山市民ニシテ年齢拾八才／以上
ノ者十四日夜十二時／ニ公園下ニアツマルベシ」（／は改行、無署名）。福山市の米騒動はこれで一気に先鋭
化したという。http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/oz/609/609-05.pdf
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を
照
射
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
一
九
一
八
年
米
騒
動
は
、
軍
隊
を

出
動
さ
せ
る
ほ
ど
の
〈
無
秩
序
の
秩
序
〉
を
全
国
的
に
醸
成
し
た
。

数
え
方
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
が
、
井
上
清
・
渡
部
徹
ら
の
古

典
的
労
作
『
米
騒
動
の
研
究
』（
全
五
巻
、
有
斐
閣
、
一
九
五
九

〜
六
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
騒
動
発
生
地
域
は
三
八
市
一
五
三
町

一
七
七
村
、
参
加
者
数
一
〇
〇
万
人
以
上
、
軍
隊
出
動
地
点

一
二
〇
、
動
員
兵
数
九
万
余
、
無
風
地
は
四
県
の
み
と
い
う
怒
濤

の
状
況
と
な
っ
た
。
こ
の
全
国
暴
動
の
秩
序
は
、
国
家
に
と
っ
て

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
無
秩
序
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
行
動
す
る

仲
間
う
ち
で
は
助
け
合
う
と
い
う
一
つ
の
関
係
を
体
現
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
人
が
持
ち
う
る
水
平
的
秩
序
へ
の
指

向
の
現
れ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
自
生
的
・
自
律
的
な
秩
序
が

た
と
え
一
時
で
は
あ
れ
ほ
と
ん
ど
全
国
を
席
巻
し
た
こ
と
に
、
妄

動
の
新
た
な
地
平
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
行
動
中
に
「
身
内
一
党
」
の
者
が
検
挙
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
時
、
実
際
に
さ
れ
た
時
、
人
は
ど
う
す
る
か
。

「
仲
仕
（
宿
）
へ
押
し
か
け
た
」「
数
日
間
」「
蒸
気
（
船
）
が

来
る
時
を
仲
仕
の
男
衆
が
か
か
た
ち
に
連
絡
し
て
く
れ
た
」

（
仲
仕
の
過
半
は
縁
故
者
）「
米
の
積
出
時
に
お
し
か
け
、（
仲

仕
に
）
つ
な
が
っ
て
お
さ
え
た
（
米
）」「
晩
に
積
み
出
す
こ
と

に
な
っ
た
」「
こ
の
と
き
も
、
仲
仕
は
女
衆
に
し
ら
せ
て
く
れ

た
」「
晩
の
出
荷
時
に
再
度
襲
撃
し
て
、（
米
を
）
お
さ
え
た
」

「
一
晩
中
の
坐
り
こ
み
、
見
張
り
も
や
っ
た
」「
警
察
の
干
渉
と

な
っ
た
」「
男
の
ひ
と
が
一
人
、
大
町
の
○
○
小
路
の
青
物
屋

さ
ん
、
女
が
何
人
か
拘
引
さ
れ
た
」「
警
察
へ
女
衆
が
押
し
か

け
〝
そ
の
男ひ

と

は
な
ん
に
も
し
て
お
ら
れ
ん
が
や
、
そ
の
男
を
つ

か
ま
え
る
の
な
ら
、
わ
た
し
ら
を
つ
か
ま
え
て
下
は
れ
！
〞
と

が
な
り
た
て
た
ら
、
解
放
さ
れ
た
」「
汽
車
で
米
を
出
す
と
い

う
の
で
、
停
車
場
道
へ
行
っ
て
荷
車
を
お
さ
え
た
」

（
立
花
雄
一
に
よ
る
母
江
口
つ
た
か
ら
の
聞
き
書
き）

40
（

）

　

以
上
は
魚
津
町
「
女
房
連
」
四
六
人
の
う
ち
一
人
の
記
憶
に
よ

る
も
の
だ
が
、
そ
の
行
動
の
な
か
に
仲
間
に
連
累
し
よ
う
と
す
る

心
が
現
れ
て
い
る
。
立
花
雄
一
が
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
情
と

責
任
を
知
る
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
魚
津
町
・
水

橋
町
か
ら
伝
播
し
た
群
衆
の
行
動
の
一
つ
と
し
て
、

七
日
夜
金
川
宗
左
衛
門
方
を
襲
い
た
る
群
衆
の
内
不
穏
の
行
動

を
な
し
た
る
若
者
二
十
余
名
は
即
時
滑
川
署
に
引
致
取
調
べ
た

る
が
之
等
の
家
族
等
数
百
名
の
群
衆
は
入
り
代
り
立
ち
代
り
押

寄
せ
来
り
警
察
の
処
置
を
罵
り
騒
ぎ
て
附
近
の
道
路
は
一
時
交

通
杜
絶
身
動
き
も
な
ら
ざ
る
有
様
な
り
き

  　

 （『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
一
八
年
八
月
一
一
日
付
、
九
日
高

岡
電
報
）
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と
い
う
報
道
が
あ
る
。「
家
族
等
」
と
記
録
さ
れ
た
が
「
騒
ぎ
」

は
滑
川
町
の
女
た
ち
が
主
力
と
な
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
心
意
も
同

様
で
あ
ろ
う
。「
不
穏
の
行
動
を
な
し
た
る
若
者
」
で
あ
れ
、
行

を
と
も
に
し
た
も
の
は
見
捨
て
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
助
け

よ
う
と
し
て
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
人

は
逆
境
の
な
か
で
「
罵
り
騒
ぎ
て
」
動
き
回
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
残
さ
れ
た
記
録
を
一
々
ひ
も
と
い
て
み
れ

ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
行
動
で
仲
間
が
逮
捕
さ
れ
そ
う
に
な
れ
ば
か

ば
い
あ
い
、
逮
捕
さ
れ
れ
ば
抗
議
・
激
励
の
た
め
に
警
察
署
に
急

行
し
、
あ
る
い
は
（
歎
願
で
は
な
い
が
）
救
援
活
動
に
奔
走
し
た

記
憶
が
よ
み
が
え
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
時
代
状
況
に
違
い
が
あ

れ
、
苦
し
紛
れ
に
軽
挙
妄
動
す
る
者
た
ち
の
心
理
は
い
つ
の
時
も

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
相
扶
の
実
践
と
し
て
あ
る
〈
公
〉
の

形
成
が
果
た
さ
れ
な
け
れ
ば
怨
念
は
反
復
す
る
。
そ
し
て
そ
の
反

復
の
な
か
で
顕
在
化
す
る
一
味
同
心
に
生
き
よ
う
と
す
る

│
そ

れ
が
弱
肉
強
食
を
地
で
い
く
競
争
の
世
界
に
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
「
万
人
の
万
人
に
対
す
る
闘
争
」
状
況
に
対
し
て
真
逆
と
な
る

相
互
規
範
的
な
共
同
性
を
も
っ
て
当
た
ろ
う
と
す
る
、
つ
ま
り
状

況
に
逆
接
的
に
接
合
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。反

撃
の
暴
力
と
差
別

　

こ
れ
ま
で
大
雑
把
に
い
く
つ
か
の
大
衆
的
な
行
動
や
運
動
を
と

り
あ
げ
、
そ
の
叙
述
に
際
し
て
官
側
が
与
え
た
言
葉
を
無

前
提
に
使
用
し
て
き
た
。「
騒
擾
」「
暴
動
」「
暴
徒
」「
暴

民
」「
徒
党
」
そ
し
て
「
暴
力
」。
し
か
し
こ
れ
ら
の
言
葉

は
社
会
の
分
裂
、
な
い
し
そ
の
変
革
を
追
求
す
る
動
き
の

な
か
で
捉
え
ら
れ
た
記
録
の
言
葉
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
言
葉
を
駆
使
す
る
者
自
身
の
、
そ

う
し
た
動
き
の
中
で
い
か
な
る
立
場
を
と
る
の
か
と
い
う

態
度
を
あ
ぶ
り
だ
す
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
真
土
村
事
件

や
露
木
事
件
の
騒
動
勢
が
自
ら
を
「
暴
徒
」「
暴
民
」
と

呼
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
ま
た
「
義
徒
」「
義
民
」
と
呼
ん

だ
こ
と
も
な
い
。
行
動
の
性
質
を
め
ぐ
る
言
表
に
つ
い
て

も
あ
と
か
ら
来
る
者
た
ち
に
任
せ
、
そ
の
行
動
の
た
め
の

約
定
に
つ
い
て
慣
習
的
秩
序
を
反
復
さ
せ
た
だ
け
で
あ

る
。
衆
議
一
決
と
連
判
は
行
動
の
た
め
の
「
同
心
」
に

必
要
な
手
続
き
で
あ
り
、
か
か
る
態
様
が
あ
と
に
な
っ

て
「
発
見
」
さ
れ
、
事
後
の
秩
序
回
復
に
必
要
な
物
語
の

な
か
で
様
々
に
脚
色
さ
れ
て
い
っ
た
だ
け
だ
と
も
い
え
よ

う
。
し
た
が
っ
て
「
暴
徒
」「
義
徒
」
と
い
っ
た
対
極
に

あ
る
言
葉
の
振
幅
は
い
つ
も
、
行
動
を
あ
と
か
ら
探
索
す

る
者
の
立
場
性
の
分
離
を
示
し
た
。
あ
る
行
動
や
運
動
に

つ
い
て
「
暴
」
を
冠
し
て
祖
述
す
る
と
し
て
も
、
そ
の

「
暴
」
を
と
り
ま
く
諸
相
に
つ
い
て
顧
み
る
こ
と
も
な
く
、

た
だ
法
に
頼
る
だ
け
で
先
験
的
に
悪
と
決
め
つ
け
て
こ
と

（40） 立花雄一「横山源之助と米騒動」（『大原社会問題研究所雑誌』第487号、1999年6月）http://oohara.mt.tama.
hosei.ac.jp/oz/487/487-3.pdf　一点細かいことをいうようだが、「男」とかいて「ひと」と読ませるのはどうか。
仮につたが「ひと」と撥音したのならそう著せばよく、あるいは「男」を意味する言葉の撥音であったのな
らそのまま著せばよい。文脈からして女衆の行動が男一人の救援にも向かったということであれ、「女が何人
か拘引された」という語りは無碍にされるべきではない。
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足
れ
り
と
す
る
立
場
を
わ
た
し
は
と
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
個
々
の

行
為
の
内
実
に
つ
い
て
は
是
々
非
々
で
判
断
す
る
以
外
に
な
い
。

し
か
し
た
と
え
そ
れ
ら
が
「
暴
力
」
的
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
人
々
の
苦
闘
の
す
べ
て
を
無
化
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
そ
う
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
た
だ
「
暴
徒
」「
暴
民
」

と
決
め
つ
け
ら
れ
て
き
た
者
た
ち
の
闘
い
の
内
実
に
そ
の
ま
ま
迫

り
た
い
と
思
う
。

　

過
去
の
事
件
を
「
史
実
」
と
し
て
ど
う
描
く
の
か
と
い
う
問
題

は
、
そ
う
す
る
者
の
現
時
的
な
立
場
性
を
暴
露
す
る
。
そ
の
意

味
で
、
わ
た
し
は
こ
こ
で
二
〇
〇
八
年
六
月
に
爆
発
し
た
何
十
回

目
か
の
釜
ヶ
崎
暴
動
に
つ
い
て
言
及
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
暴
動
に
つ
い
て
、
合
同
労
組
の
一
員
と
し
て
匿
名
で
「
反
撃

の
「
暴
力
」
を
肯
定
す
る）

41
（

」
と
支
持
を
表
明
し
た
以
上
、
人
間
の

分
断
を
拒
絶
し
よ
う
と
す
る
行
動
・
運
動
に
つ
い
て
、
過
去
と
現

在
の
時
空
に
断
絶
で
は
な
く
連
続
す
る
特
質
を
見
出
す
作
業
を
自

ら
に
課
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
ま
た
先
回
り
し
て
い
え
ば
、
暴

動
は
、
構
造
的
な
支
配
／
被
支
配
の
諸
関
係
だ
け
で
な
く
人
間
社

会
が
内
包
す
る
差
別
と
い
う
問
題
を
白
日
の
も
と
に
曝
す
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
わ
た
し
が
示
し
た
い
こ
と
は
、
私
的
富
の
集
積
の
た

め
に
抑
圧
的
な
状
況
を
招
来
さ
せ
る
支
配
的
力
の
瀰び

漫ま
ん

と
、
そ
の

た
め
に
本
来
あ
り
え
た
で
あ
ろ
う
諸
人
の
自
治
的
生
活
の
拡
充
が

阻
止
さ
れ
破
壊
さ
れ
る
様
相
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
の
過
程
で
差
別

が
動
員
さ
れ
る
社
会
の
矛
盾
に
つ
い
て
で
あ
る
。

七
・
六　
大
阪
黒
色
救
援
会
声
明

　

七
月
六
日
（
月
）
一
五
時
過
ぎ
、
大
阪
地
裁
に
お
い
て
溢

れ
る
傍
聴
行
動
参
加
者
が
見
守
る
中
、
ま
た
し
て
も
許
し
が
た

い
判
決
が
下
っ
た
。
昨
年
、
大
阪
・
釜
ヶ
崎
の
日
雇
い
労
働
者

に
対
す
る
国
営
暴
力
団
＝
西
成
警
察
署
に
よ
る
執
拗
な
暴
行
に

怒
り
の
声
を
あ
げ
激
し
く
闘
わ
れ
た
六
月
一
三
日
か
ら
五
日
間

に
渡
る
釜
ヶ
崎
六
月
抵
抗
闘
争
。
一
四
日
に
逮
捕
さ
れ
た
日
雇

い
労
働
者
の
一
人
・
早
瀬
博
さ
ん
に
対
し
て
、
機
動
隊
の
盾
を

ゆ
す
っ
た
だ
け
で
「
懲
役
八
月
執
行
猶
予
三
年
」
と
い
う
未
決

勾
留
期
間
す
ら
考
慮
に
入
れ
ず
重
刑
を
か
け
て
き
た
。
こ
れ
が

「
情
状
酌
量
」
と
い
う
の
だ
か
ら
お
話
に
な
ら
な
い
。

　

早
瀬
さ
ん
は
西
成
署
内
で
ボ
コ
ボ
コ
に
さ
れ
「
自
白
調
書
」

に
サ
イ
ン
さ
せ
ら
れ
た
が
、
私
撰
弁
護
士
・
中
道
弁
護
士
の
尽

力
と
多
く
の
仲
間
た
ち
の
応
援
の
下
、「
警
察
に
よ
る
被
疑
者

へ
の
暴
力
は
私
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
以
前
も
今
後
も
起
こ

り
得
る
問
題
」
で
あ
る
と
し
て
、「
徹
底
的
に
闘
う
」
と
し
て
、

一
年
間
の
長
き
に
渡
り
、
取
調
室
な
ど
で
の
警
察
の
暴
行
を
自

ら
の
体
験
を
も
と
に
負
傷
痕
な
ど
具
体
的
証
拠
を
提
示
し
、
法

廷
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
警
察
・
検
察
・
裁
判
所
と
い
う
司
法
権
力

は
警
察
に
よ
る
暴
行
を
一
切
隠
蔽
し
た
判
決
で
応
え
た
。

　

ど
こ
ま
で
も
や
つ
ら
国
家
権
力
は
そ
れ
に
抗
う
者
た
ち
を
抑
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え
込
み
、
不
義
不
道
を
公
然
と
や
っ
て
の
け
る
。

　

だ
が
我
々
は
被
弾
圧
者
を
最
後
ま
で
守
り
、
獄
中
に
あ
る
同

志
・
山
元
書
記
長
や
出
獄
者
、
執
行
猶
予
の
仲
間
た
ち
と
共
に

さ
ら
な
る
闘
い
を
準
備
す
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
抵
抗
闘
争
の
最
中
で
立
ち
上
が
る
労
働
者
の
怒
り
の

火
消
し
役
に
ま
わ
っ
た
多
く
の
マ
ル
ク
ス
主
義
活
動
家
の
軟
弱

な
体
質
、
狼
狽
ぶ
り
、
活
動
家
を
称
す
る
な
ら
基
本
中
の
基
本

で
あ
る
救
援
活
動
を
放
棄
し
て
い
っ
た
事
実
を
、
こ
の
不
義
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

我
々
は
こ
れ
ら
を
教
訓
化
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
だ

ろ
う
。 
（
大
阪
・
黒
色
救
援
会）

42
（

）

　

こ
の
声
明
は
〇
九
年
七
月
時
点
の
も
の
だ
が
、
言
及
さ
れ
た

「
釜
ヶ
崎
六
月
抵
抗
闘
争
」（
暴
動
）
は
〇
八
年
六
月
一
三
日
か
ら

一
八
日
に
か
け
て
生
起
し
た
。
一
二
日
の
午
後
に
一
人
の
日
雇
労

働
者
（
生
保
受
給
者
）
が
鶴
見
橋
に
あ
る
お
好
み
焼
き
屋
で
差
別

的
な
対
応
を
受
け
た
こ
と
に
抗
議
し
た
と
こ
ろ
、
警
察
に
通
報
さ

れ
そ
の
ま
ま
西
成
署
に
連
行
さ
れ
リ
ン
チ
を
受
け
る
と
い
う
官
に

よ
る
暴
力
事
件
が
あ
っ
た
。
西
成
署
に
よ
る
リ
ン
チ
と
し
て
顔
面

を
殴
打
す
る
、
足
蹴
に
す
る
、
紐
で
首
を
絞
め
あ
げ
る
、
気
絶
し

そ
う
に
な
る
と
ス
プ
レ
ー
を
吹
き
か
け
る
、
は
て
は
両
脚
を
も
っ

て
逆
さ
吊
り
に
す
る
と
い
う
非
道
が
記
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
度

と
店
に
近
寄
ら
な
い
と
い
う
「
始
末
書
」
を
書
か
さ
れ
て
よ
う
や

く
放
免
さ
れ
た
労
働
者
へ
の
謝
罪
を
要
求
し
て
西

成
署
付
近
に
結
集
し
た
人
々
に
よ
っ
て
、
反
撃
の

闘
争
が
即
日
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
釜
ヶ
崎
の

労
働
者
を
主
軸
と
す
る
圧
倒
的
な
闘
争
に
包
囲
さ

れ
た
大
阪
府
警
・
西
成
署
は
未
成
年
を
含
む
少
な

く
と
も
二
二
人
逮
捕
の
報
復
を
も
っ
て
応
え）

43
（

、
機

動
隊
と
放
水
車
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
守
ら
れ
る
ば

か
り
と
な
っ
た
。
マ
ス
コ
ミ
は
暴
動
の
煽
動
者
に

釜
ヶ
崎
合
同
労
組
を
名
指
し
し
た
が
、
い
く
つ
か

の
現
場
報
告
が
い
う
よ
う
に
釜
合
労
は
連
日
の
抗

議
行
動
を
夕
方
に
は
切
り
上
げ
て
お
り
、
数
日
間

に
わ
た
っ
た
暴
動
が
深
更
に
及
ん
だ
こ
と
を
見
れ

ば
、
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
工
作
が
常
に
の
り
こ
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う）

44
（

。
し
か
し
マ

ス
コ
ミ
報
道
は
ほ
と
ん
ど
ベ
タ
記
事
扱
い
で
あ

り
、
九
二
年
次
暴
動
で
の
流
量
よ
り
明
ら
か
に
差

し
控
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
暴
動
に
合

流
し
た
高
校
生
を
含
む
若
年
者
の
存
在
は
、
単
な

る
便
乗
者
と
決
め
つ
け
ら
れ
た
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
釜
ヶ
崎
暴
動
が
提
起
す

る
問
題
に
は
、
官
に
よ
る
暴
力
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
擁
護
・
黙
認
す
る
差
別
の
存
在
も
含

ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
寄
せ
場
暴
動
が
い
つ
も

（41）フリーター全般労組員ブログでの表明。http://d.hatena.ne.jp/spiders_nest/20080620/1213911808
（42）自由労働者連合のウェブサイトより。http://federaciodechifonproletoj.wordpress.com/2009/07/21/
（43）北河内路上通信より。http://blog.goo.ne.jp/kitakawachi_nojuku/e/6289792dfb7563f401ad8fde66376f3d
（44） 暴動については『人民新聞』2008年6月25日号の特集が詳しく伝えた。またウェブ上の情報としては次を参

照。
釜パト活動日誌「西成署警察官の暴行に抗議する！」http://kamapat.seesaa.net/article/100520737.html
生田武志「近況13」http://www1.odn.ne.jp/~cex38710/thesedays13.htm
無署名「釜ヶ崎暴動」http://www.gyokokai.org/~gasparo/osakacity/kama_080613.htm
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糾
弾
し
て
き
た
こ
の
社
会
自
体
の
問
題
で
あ
る
。
六
月
暴
動
に
つ

い
て
所
属
労
組
の
ウ
ェ
ブ
ロ
グ
で
言
及
し
た
と
き
、
即
座
に
「
暴

力
は
悪
」
と
し
て
釜
ヶ
崎
の
労
働
者
だ
け
を
非
難
す
る
反
応
が

あ
り
、
同
様
の
反
応
は
ウ
ェ
ブ
上
に
溢
れ
て
い
た
。
釜
ヶ
崎
│
寄

せ
場
は
そ
の
存
在
ご
と
忌
避
さ
れ
る
被
差
別
的
磁
場
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
暴
力
を
自
ら
の
う
ち
に
認
め
な
い
者
か
ら
の
差
別
が
折

り
重
な
る
あ
る
時
、
あ
る
条
件
で
、
そ
こ
で
集
合
的
な
怒
り
が
爆

発
す
る
。
圧
倒
的
な
暴
力
に
よ
っ
て
反
攻
を
封
じ
込
め
ら
れ
て
き

た
人
々
は
、
や
は
り
反
転
す
る
怨
念
の
力
に
よ
っ
て
事
態
を
打
開

し
な
け
れ
ば
社
会
的
に
抹
殺
さ
れ
る
ば
か
り
と
な
る
。
だ
か
ら
こ

そ
そ
の
囲
み
を
破
ろ
う
と
す
る
反
攻
は
た
だ
生
き
ん
が
た
め
の

力
、
あ
る
暴
力
に
反
す
る
力
の
発
露
で
あ
る
ほ
か
な
い
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
し
ば
し
ば
暴
力
と
し
て
決
め
つ
け
ら
れ
る
。
し
か
し

反
撃
の
暴
力
を
覚
悟
の
う
え
で
わ
が
も
の
と
し
な
け
れ
ば
殺
さ
れ

る
人
々
が
い
る
時
に
、
暴
力
批
判
を
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
な
安
全

地
帯
は
ど
こ
に
も
な
い
。
反
撃
の
暴
力
を
こ
ぞ
っ
て
非
難
す
る
者

は
支
配
的
資
本
が
も
た
ら
す
構
造
の
暴
力
の
共
犯
者
に
ほ
か
な
ら

ず
、「
底
辺
」
と
見
な
さ
れ
た
人
間
の
闘
い
に
の
み
主
体
性
を
認

め
な
い
者
は
、
体
制
的
暴
力
の
擁
護
者
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
暴

力
独
占
を
与
件
と
す
る
治
安
弾
圧
体
制
に
親
和
す
る
こ
と
で
暴
力

を
事
分
け
し
て
審
理
す
る
差
別
者
で
あ
る
。
攻
囲
は
警
棒
・
拳

銃
・
放
水
・
盾
の
み
な
ら
ず
、
構
造
の
暴
力
を
不
問
に
付
し
て
容

認
す
る
「
非
暴
力
」
が
精
神
的
な
催
涙
弾
と
な
っ
て
、
暴
民
と
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
〈
か
れ
ら
│
わ
れ
わ
れ
〉
を
遠
く
か
ら
撃
つ
。

で
あ
れ
ば
こ
そ
「
や
ら
れ
た
ら
や
り
か
え
せ
」
と
い
う
箴
言
は
、

物
理
的
な
攻
撃
を
し
か
け
て
く
る
「
敵
」
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、

物
陰
で
唾
す
る
傍
観
者
の
退
路
を
断
つ
た
め
の
言
葉
の
つ
ぶ
て
と

な
る
。

　

日
雇
・
野
宿
労
働
者
や
生
保
受
給
者
を
安
全
圏
か
ら
罵
言
を
あ

び
せ
る
心
性
に
つ
い
て
、
分
断
統
治
を
こ
と
と
す
る
階
級
社
会

の
存
続
を
望
む
勝
者
の
手
管
に
搦
め
と
ら
れ
た
も
の
と
す
る
の
は

簡
単
だ
。
し
か
し
問
題
は
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
の
支
配
者
を
設
定

し
、
そ
の
支
配
の
技
術
に
つ
い
て
だ
け
い
え
ば
す
む
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
。
人
々
の
分
断
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
あ
る
人
間
を
「
惰
民
」
と
蔑
視
し
、
ま
た
そ
う
し

た
言
説
に
よ
っ
て
法
制
度
が
左
右
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
近
代
日
本

は
誇
る

0

0

。
そ
の
こ
と
は
「
救
貧
」
の
制
度
化
過
程
を
見
れ
ば
明
ら

か
だ）

45
（

。
貧
者
を
そ
の
貧
し
さ
ゆ
え
に
怠
け
者
と
決
め
つ
け
、
罪
悪

視
す
る
転
倒
し
た
言
説
は
今
な
お
社
会
に
貫
徹
す
る
。
そ
れ
は

「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
（
勤
労
貧
困
層
）」
の
労
賃
水
準
が
、
常
に
生

活
保
護
費
の
給
付
水
準
と
比
較
さ
れ
て
語
ら
れ
る
状
況
に
も
現
れ

て
い
る
。「
惰
民
」
と
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
は
違
う
の
だ
と
い

う
分
断
は
近
代
国
家
の
歩
み
と
と
も
に
形
成
さ
れ
、
社
会
に
内
在

す
る
人
々
の
集
合
的
な
心
性
と
し
て
定
着
さ
せ
ら
れ
て
き
た
も
の

だ
。

　

昨
今
「
非
正
規
雇
用
」
の
問
題
が
い
わ
れ
る
。
し
か
し
労
働
社
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会
に
お
け
る
「
非
正
規
」
問
題
は
雇
用
形
態
の
新
奇
さ
だ
け
に
収

斂
さ
れ
ず
、
労
働
者
そ
の
も
の
が
「
非
正
規
」
の
「
百
姓
」
を
出

自
と
す
る
よ
う
に
、
常
に
反
復
す
る
「
古
く
て
新
し
い
」
も
の
の

は
ず
で
あ
る
。「
非
正
規
」
を
問
題
化
す
る
新
た
な
動
き
の
な
か

で
、
当
初
は
若
い
男
の
雇
用
と
貧
困
に
つ
い
て
だ
け
語
り
出
す
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
雇
と
女
と
子
供
と
老
人
と
移
民

と
あ
ら
ゆ
る
「
惰
民
」
を
埒
外
に
お
く
分
断
の
行
為
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
差
別
を
撃
つ
者
が
別
の
差
別
の
囚
人
と
な
る
。
こ
の
列
島

の
歴
史
は
、
そ
う
し
て
差
別
さ
れ
貧
し
く
病
み
狂
っ
た
と
さ
れ
る

人
間
の
血
で
ど
す
黒
く
塗
り
固
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
帝

国
主
義
は
そ
の
う
え
に
植
民
地
支
配
を
受
け
た
人
々
の
血
を
塗
り

重
ね
た
。
そ
の
血
塗
ら
れ
た
歴
史
の
一
部
で
あ
る
〈
か
れ
ら
│
わ

れ
わ
れ
〉
は
稼
働
能
力
を
持
つ
者
と
し
て
就
労
支
援
対
策
の
席
に

座
ら
さ
れ
て
あ
り
が
た
い
訓
話
を
清
聴
さ
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
い

つ
事
件
を
起
こ
す
か
し
れ
な
い
不
審
者
も
し
く
は
気
狂
い
だ
と
し

て
通
報
監
禁
さ
れ
、
そ
う
し
て
分
析
の
見
合
う
対
象
と
し
て
の
み

矯た

め
つ
眇す
が

め
つ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
役
立
た
ず
の
「
惰
民
」
と

指
呼
さ
れ
る
〈
か
れ
ら
│
わ
れ
わ
れ
〉
は
、
外
在
的
に
治
験
さ
れ

る
べ
き
客
体
と
し
て
あ
る
ば
か
り
な
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
こ
と

を
自
ら
で
検
出
す
る
ほ
ど
の
主
体
と
し
て
起
ち
う
る
は
ず
で
あ

る
。
人
は
貶
め
ら
れ
て
た
だ
黙
っ
て
い
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　

わ
た
し
は
臆
病
で
惰
弱
だ
。
だ
か
ら
復
讐
の
反
撃
に
立
つ
こ
と

は
そ
う
簡
単
に
は
で
き
そ
う
に
も
な
く
、
そ
の

限
り
に
お
い
て
人
の
尊
厳
を
か
け
た
闘
い
を
簒

奪
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
能
天
気
に
支
持
す
る

と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
人
間
の
分
断
と
差
別

を
認
め
な
い
と
指
向
す
る
以
上
、
や
は
り
あ
る

反
撃
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
ど
う

し
て
も
あ
る
。
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
構

造
的
殺
人
に
殺
し
返
せ
ば
よ
い
と
い
う
の
で
は

な
い
。
そ
れ
で
も
差
別
に
反
対
す
る
者
は
「
や

ら
れ
た
ら
や
り
か
え
せ
」
と
い
う
合
言
葉
の
な

か
に
こ
そ
、
同
志
的
結
合
に
不
可
避
的
な
心
意

の
表
出
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
心
意
は
相
互
的
な
〈
義
〉
と
い
う
こ

と
に
集
約
さ
れ
る
。
黒
色
救
援
会
の
声
明
が
い

う
よ
う
に
、「
さ
ら
な
る
闘
い
」
は
常
に
準
備

さ
れ
、
そ
の
た
め
の
相
互
扶
助
と
団
結
と
い
う

〈
義
〉
の
獲
得
が
追
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
か
か

る
共
同
性
の
獲
得
の
な
か
で
し
か
他
方
の
「
不

義
」
は
克
服
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら

相
互
主
義
を
前
提
と
す
る
扶
助
と
自
治
の
地
平

を
め
ざ
す
あ
る
集
合
的
力
動
の
発
露
を
、〈
反

撃
の
暴
力
＝
力
能
〉
と
し
て
わ
た
し
は
遂
に

肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
い
わ
け
め
く

（45） 恤救規則の改正案として第一回帝国議会（1890年）に提出された窮民救助法案は、「貧民ト云フモノハ社会ガ
廃疾ニサセタモノデアルカ、社会ガ懶惰ニサセタモノデアルカ、社会ガ怠惰ニサセタモノデアルカト云ヘバ、
貧民其レ自身ガ怠惰トナリ懶惰トナリ、終ニ貧困ヲ来シタノデアルカラ、此ノ公衆ニ関スル所ノ費用ヲ以テ
救フベキモノデナイ」（衆議院議員堀越寛介）から、あるいは「施与濫漫ノ幣ヲ生ジ惰民ヲ養成スル」からと
廃案にされた。また救貧法案（1902年）も「最モ恐ルヘキ弊害即チ義務救助ノ結果惰民ヲ助長養生シ非常ニ
貧民ノ数ヲ増シ遂ニ国費ノ乱用ヲ来スノ弊ヲ生ズル」（内務省書記官井上友一）として廃案にされた。戦後の
旧生活保護法案でさえ、その欠格条項について第九〇回帝国議会・貴族院生活保護法案特別委員会（1946年
8月20日）で「惰民養成を防止すると云ふやうな意味から致しまして、本法ではさう云ふことのないやうに
注意を致して居る譯であります」（政府委員葛西嘉資）との補足説明がなされている。
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が
、
手
段
と
し
て
の
暴
力
個
々
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
の
評
価
は

別
の
位
相
に
属
す
る
。

重
層
す
る
差
別
に
向
か
っ
て

　

反
撃
の
暴
力
は
し
か
し
、
や
が
て
深
く
え
ぐ
る
よ
う
に
し
て
自

ら
に
還
る
。
〇
八
年
六
月
釜
ヶ
崎
暴
動
の
被
弾
圧
者
と
黒
色
救
援

会
が
叩
き
付
け
る
怒
り
の
先
に
は
、「
復
活
し
た
日
本
帝
国
主
義
」

の
根
幹
に
ま
つ
わ
る
重
大
な
問
題
が
依
然
と
し
て
横
た
わ
る
。
差

別
重
層
化
の
問
題
で
あ
る
。

　

家
と
寄
せ
場
は
常
に
差
別
さ
れ
る
存
在
を
覆
い
隠
す
場
と
し
て

機
能
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
日
雇
、
女
、
あ
る
い
は
X
と
し
て
差
別

さ
れ
る
人
間
は
、
時
に
「
仕
事
を
よ
こ
せ
」「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
立
つ
。
し
か
し
労
働
に
よ
る

自
己
実
現
に
勤
し
ま
な
け
れ
ば
正
当
性
を
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
社

会
に
は
、
当
然
な
が
ら
限
界
が
つ
き
ま
と
う
。「
稼
働
不
能
者
」

差
別
の
内
包
と
い
う
限
界
で
あ
る
。
労
働
が
懲
罰
的
な
苦
役
で
な

く
、
そ
し
て
労
働
し
え
な
い
も
の
を
差
別
し
な
い
恊
働
と
し
て
の

も
の
で
あ
る
な
ら
、〈
か
れ
ら
│
わ
れ
わ
れ
〉
は
衣
食
に
足
る
だ

け
の
「
仕
事
を
よ
こ
せ
」
と
い
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ま

た
「
よ
こ
せ
」
と
い
っ
た
そ
の
先
が
暴
力
飯
場
に
つ
な
が
っ
て
い

た
と
き
、
帝
国
主
義
本
国
人
と
植
民
地
支
配
を
受
け
た
者
の
子
孫

と
の
対
立
構
造
が
瞬
時
に
し
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

瞬
間
、〈
か
れ
ら
│
わ
れ
わ
れ
〉
は
分
断
さ
せ
ら
れ
た
ま
ま
あ
え

な
く
倒
れ
る
。
さ
ら
に
、
た
と
え
帝
国
主
義
の
侵
略
に
よ
る
分
断

が
こ
の
地
に
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
蹶
起
し
た
者
の
目
前
に
「
エ

タ
・
非
人
」
の
「
死
体
」
が
こ
ろ
が
っ
て
い
る
可
能
性
さ
え
あ
る
。

真
土
村
騒
動
勢
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
右
大
臣
宛
の
上
申
書
を
再

び
引
く
。

長
右
衛
門
ニ
ヲ
イ
テ
傲
慢
強
情
弥イ

ヤ

益マ
シ

太
布
、
慈
善
ノ
心
布
ク
ト

イ
ヘ
ト
モ
聊イ

サ
サ
カ

心
中
不
安
モ
ノ
ア
ル
歟カ

、
新
平
民
即
旧
番
非

人
某
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
抱
へ
入
、
昼
夜
々
廻
リ
等
為
致
候
由
ニ
候

処
、
村
民
ニ
ヲ
ヒ
テ
ハ
弥
益
其
挙
動
ヲ
悪ニ

ク

ミ
、
彼
シ
テ
暴
挙
ヲ

促
シ
候
哉
ニ
モ
相
見
ヘ
申
候
、
則
チ
襲
撃
ノ
節
右
旧
番
非
人
ノ

死
躰
ハ
不
忍
言
ニ
ノ
残
酷
ニ
及
居
候
（
ふ
り
が
な
は
引
用
者
、

ト
モ
・
シ
テ
の
合
字
は
か
な
に
改
め
た）

46
（

）

　

近
代
成
立
期
の
民
衆
運
動
は
自
律
的
な
「
平
等
主
義
願
望
」
を

持
っ
て
い
た
と
す
る
評
価
が
あ
る）

10
（

。
支
配
に
抗
す
る
民
衆
の
対
抗

原
理
を
積
極
的
に
意
義
付
け
る
試
み
は
大
筋
で
賛
成
し
た
い
。
し

か
し
そ
の
願
望
は
時
と
し
て
旧
復
の
秩
序
か
ら
出
な
い
と
い
う
限

界
を
持
つ
。
秩
序
の
埒
外
に
お
か
れ
る
被
差
別
者
は
あ
く
ま
で

異
人
の
ま
ま
平
等
理
念
か
ら
は
じ
か
れ
る
。
上
申
書
に
あ
る
「
番

非
人
」
と
は
、
共
同
体
維
持
の
た
め
に
流
れ
者
や
野
非
人
を
取
り

締
ま
る
役
割
を
与
え
ら
れ
た
被
差
別
者
の
こ
と
だ
。
一
八
七
一
年

の
解
放
令
の
の
ち
長
右
衛
門
の
傭
人
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
「
旧
番
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非
人
某
ナ
ル
モ
ノ
」
は
、
有
力
者
の
私
設
警
吏
と
し
て
使
役
さ

れ
る
こ
と
で
食
い
つ
な
い
で
い
た
と
語
ら
れ
て
き
た）

47
（

。
そ
し
て

こ
の
上
申
書
で
は
、
松
木
家
の
た
め
に
昼
夜
と
な
く
警
邏
に
あ

た
っ
た
た
め
に
憎
ま
れ
、
騒
動
勢
に
よ
る
暴
殺
で
「
旧
番
非
人

ノ
死
躰
ハ
不
忍
言
ニ
ノ
残
酷
ニ
及
」
ん
だ
と
さ
れ
た）

48
（

。
県
令
が

「
旧
番
非
人
」
の
「
挙
動
」
が
「
暴
挙
ヲ
促
シ
」
た
と
さ
え
述
べ
、

事
件
を
差
別
で
上
塗
り
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
で
あ
る
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
差
別
者
は
上
申
書
の
な
か
で
匿
名
の
ま

ま
利
用
さ
れ
、
事
件
叙
述
の
た
め
に
そ
の
存
在
と
死
が
構
成
さ

れ
た
。「
新
平
民
」「
旧
番
非
人
」
と
言
及
し
さ
え
す
れ
ば
「
残

酷
」
の
事
態
が
官
界
に
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
差
別
の
構
造

が
す
け
て
見
え
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
構
造
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
、
真
土
村
事
件
で
被
差
別
者
が
ま
き
ぞ
え
に
殺
さ
れ
た
と
す

る
見
解
が
残
さ
れ
て
き
た）

49
（

。

　

し
か
し
こ
れ
に
異
議
を
唱
え
る
事
件
の
説
述
が
あ
る
。
騒
動

蹶
起
者
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
音
五
郎
か
ら
の
口
伝
を
子
息
が
ま

と
め
、
孫
に
あ
た
る
人
が
出
版
し
た
『
怨
親
平
等）

50
（

』
が
そ
れ
で

あ
る
。
事
件
百
周
年
を
記
念
し
て
上
梓
さ
れ
た
こ
の
事
件
誌

は
、「
潤
色
が
加
え
ら
れ
て
居
る
」「
歴
史
と
小
説
と
の
中
間
を

ゆ
く
も
の
」
と
自
己
規
定
し
な
が
ら
、「
青
史
に
羅
列
さ
れ
た

事
は
必
ず
し
も
実
話
で
あ
る
と
信
ず
る
程
に
人
々
は
甘
く
は
な

い
筈
で
あ
る
」
と
宣
言
す
る
。
そ
の
青
史
（
正
史
）
へ
の
異
説

の
出
色
は
、
弥
右
衛
門
と
長
右
衛
門
と
い
う
二
人
の
人
物
に
の

（46） 『平塚市史』掲載版では、人権上の配慮からか「新平民」「旧番非人」の記述が伏せられているため、あえて
神奈川県立公文書館所蔵の県史写真製本版（平川良一氏所蔵資料）によって補訂した。

（47） 『真土松木騒動ノートⅠ』の「関係者よりの聞取」（佐藤九蔵氏又聞き）には長右衛門の使用人として「バンタ
の親父（反抗して殺された。飼殺しになっていた。）」とあり、『郵便報知新聞』1878年10月31日付の報道で
は「村内の番太が両人使役さヽるのみ」とある。『大野誌』では「その頃松木家では非人（中略）を養つてい
た」とし、『怨親平等』も「当時松木家では非人番太と称する者数人を養っていた」とするが、後者には「松
木の邸宅番をしていた非人は、松木家では食べ物を与えない、常平素村方を戸毎に廻って米一椀或は副食物
を貰って生活をして居た」と相反する記述も見られる（「明治の昔譚　眞土騷動」を踏襲する内容）。

（48） 前出註3の警吏三橋善太郎の報告には、「番人権六」（「非人」「番太」とは書かれていない）の検死状況につ
いて「両足ハワランヂ履キタル侭水溜ニアリテ汨（シズミ）体ハ焼失カ不見」（ふりがなは引用者）とあり、
「不忍言ニノ残酷」に照応する。

（49） 「明治の昔譚　眞土騷動」、『大野誌』、大湖賢一「真土事件と民衆の土地所有観念」、阿部安成「1878年真土村
事件の終幕　事件後をひとびとはいかに生きたか」（『民衆史研究』第54号、1997年11月）など。これら非人
殺害説は「番人＝非人」として山明権六を指名してきたが、『仮名読新聞』（1878年11月5日）では「雇ひ人
常吉」の周旋により長右衛門が「山明権六幷びに倅同苗源二郎といふ剣術の達人」を月給にて雇い入れたと
あり、『怨親平等』の権六剣客説に根拠を与えている（ただし『怨親平等』では周旋人が別人で、また山脇

4

権
六とその弟源次が雇われたとする）。

（50） 足立一厳『怨親平等』（足立浄厳発行、1977年1月10日）は“義侠の大工”伊藤音五郎の口述記録を基調と
し、時事新報の「明治の昔譚　眞土騷動」をそのまま踏襲する箇所も見受けられるが、事件の犠牲者数を17
人とするなど他の資料にはない特色を持つ。無期懲役となった4人のうち、冠弥右衛門が同志に先んじて出
獄したことを「其の意志の弱い事は実に言語に絶したもの」と論難しつつ、音五郎だけが憲法発布の特赦後
も牢名主として1890年6月まで獄中にあったとする点は、同人が刑期満了前の88年2月に仮出獄してからの
監察状況につき、町村制施行とともに四之宮・八幡・真土・中原上宿・中原下宿・南原を合併した大野村の
村長が警察に報告していること（『市史』181）と整合性がとれない。また「明治の昔譚　眞土騷動」では特
赦で全員放免されたとしており、語り（ないし後代の潤色）の内容に揺れがある。このあたりも正史への異
議と見るかどうかは読む者の立場によるだろうが、他の箇所の記述からして一味同心の重視がこうした筆の
運びに影響を及ぼしたのではないかとも思われる。なお著者の足立一厳は音五郎の末子で、犠牲者の菩提を
弔うために出家して古義真言宗（戦後に真言宗大師派）の高林寺住職となった人である。
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み
集
約
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
勧
善
懲
悪
譚
の
構
図
に
対
決
し
、
騒

動
を
あ
く
ま
で
同
志
的
結
合
だ
け
が
な
し
う
る
集
団
行
動
と
し
て

描
く
一
味
同
心
の
強
調
に
あ
る）

51
（

。
そ
し
て
数
々
の
異
説
の
な
か

に
、「
非
人
」
と
そ
の
差
別
に
つ
い
て
ふ
れ
な
が
ら
も
、
襲
撃
の

犠
牲
者
と
し
て
は
「
非
人
」
を
数
え
な
い
態
度
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
事
件
当
時
の
村
落
共
同
体
が
、「
解
放
」

さ
れ
た
は
ず
の
「
非
人
」
を
平
等
な
存
在
と
し
て
遇
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
限
界
を
示
唆
す
る
説
述
で
あ
る
。
そ
の
他
の
資
料

に
描
か
れ
た
村
と
の
関
係
を
見
れ
ば
、
被
差
別
者
が
ま
き
ぞ
え
に

殺
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
『
怨
親

平
等
』
が
「
逃
亡
し
得
た
者
」
に
「
非
人
二
人
」
を
数
え
た
と
こ

ろ
に
、
た
と
え
無
意
識
的
に
で
あ
っ
た
と
し
て
も
被
差
別
者
が
た

だ
殺
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
よ
し
と
し
な
い
差
別
告
発
の
意
図
を
汲

ん
で
お
き
た
い
。
で
は
「
逃
亡
し
得
た
」
と
さ
れ
る
「
非
人
二
人
」

は
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
逃
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

真
土
村
事
件
が
も
ち
え
た
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
は
、
生
存
の
た
め

の
共
同
の
規
範
を
〈
私
〉
の
論
理
で
踏
み
に
じ
る
富
裕
者
へ
の
反

撃
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
反
撃
が
慣
行
的
な
秩
序

に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
相
互
規
範

的
な
秩
序
に
被
差
別
者
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
、
被
差
別

者
は
必
然
的
に
共
同
体
の
埒
外
に
置
か
れ
た
ま
ま
と
な
る
。
蜂
起

は
、
自
ら
の
死
を
予
感
す
る
極
限
を
一
味
同
心
に
内
在
さ
せ
な
が

ら
も
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
限
界
を
孕
ん
で
い
た
。
蜂
起
の
あ
と

に
来
る
日
常
回
帰
が
秩
序
の
再
構
成
以
外
に
な
い
と
す
れ
ば
、
一

線
を
越
え
た
行
為
者
は
生
還
し
て
も
沈
黙
す
る
か
世
捨
て
人
と
な

る
ほ
か
な
い
。
し
か
も
真
土
村
事
件
は
近
代
成
立
期
の
は
ざ
ま
の

時
期
に
あ
っ
た
わ
け
で
、
秩
序
の
再
構
成
に
は
国
家
と
の
協
約
と

い
う
性
質
も
内
包
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

の
一
つ
の
現
れ
と
し
て
、
負
債
者
た
ち
が
減
刑
を
勝
ち
取
る
こ
と

と
引
き
か
え
に
、
や
は
り
土
地
を
私
有
す
る
主
体
と
し
て
立
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
真
土
村
民
は
買

い
戻
し
た
土
地
の
一
部
を
共
有
地
と
し
た
（
買
い
戻
し
資
金
を
借

金
で
賄
っ
た
た
め
、
そ
の
返
済
の
用
立
て
に
さ
ら
に
共
有
地
を
質

入
れ
し
た
）。
仲
介
者
海
老
塚
四
郎
兵
衛
が
、
松
木
家
供
養
の
持

仏
堂）

52
（

建
立
を
条
件
と
し
て
村
に
寄
付
し
た
松
木
邸
跡
地
は
今
な
お

共
有
地
の
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
土
地
私
有
の
主
体
と
な
る
こ
と
で

真
土
村
民
は
共
同
性
を
ま
る
ご
と
失
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、『
怨

親
平
等
』
が
解
説
す
る
よ
う
に
、
負
債
精
算
の
た
め
に
勤
倹
推
譲

を
相
互
規
範）

53
（

と
す
る
共
同
性
の
再
確
立
な
い
し
新
設
も
ま
た
見
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
秩
序
が
回
復
さ
れ
た
共
同
体
に
は
な

お
被
差
別
者
の
居
場
所
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
松
木
邸
跡
地
の

一
角
に
事
件
関
係
者
双
方
の
子
孫
に
よ
る
「
怨
親
を
超
え
た
人
々

の
碑
」
が
置
か
れ
た
の
は
一
九
六
六
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
件

関
係
者
と
と
も
に
碑
に
名
前
を
刻
ま
れ
た
長
右
衛
門
傭
人
は
あ
く

ま
で
「
傭
人
」
と
し
て
で
あ
っ
て
「
番
人
」
や
「
非
人
」
で
は
な

い
。『
平
塚
市
史
』
が
「
新
平
民
」「
旧
番
非
人
」
の
記
述
を
伏
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67 　暴民哭々（植本展弘）

　

せ
て
県
令
の
上
申
書
を
収
録
し
た
よ
う
に
、
被
差
別
者
の
存
在
は

公
的
に
は
示
さ
れ
な
い
。
ま
た
被
差
別
者
が
「
逃
亡
し
得
た
」
と

し
た
『
怨
親
平
等
』
で
も
そ
の
扱
い
は
無
名
の
ま
ま
で
あ
り
、
顕

名
で
の
指
摘
が
忌
避
さ
れ
る
社
会
状
況
さ
え
推
測
さ
れ
る
。
仮
に

「
非
人
二
人
」
が
逃
げ
ら
れ
た
の
な
ら
、
行
く
先
は
村
落
共
同
体

の
外
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り）

54
（

、
そ
し
て
そ
の
村
落
が
現

在
の
社
会
と
地
続
き
で
あ
ろ
う
こ
と
も
ま
た
否
定
し
が
た
い
。

　

他
者
差
別
の
状
況
は
今
も
た
い
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
。
あ
ら

ゆ
る
共
同
体
、
生
活
／
労
働
の
現
場
が
差
別
の
磁
場
と
な
り
う

る
。
権
力
を
持
た
な
い
者
の
日
常
は
隠
然
た
る
暴
力
と
差
別
に

よ
っ
て
他
律
的
に
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
差
別
の
口
実

と
な
る
媒
介
項
は
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
多
様
さ
を
ま
と
め
て
一

（51） 裁判闘争にともない「小前六十六名」が字（部落）ごとに金策担当や世話人を置いて組織的に運動したこと、
血判にて討入りの連判状を作成したこと（焼却のため音五郎の記憶による復元）、討入りの役割分担を入念に
決めたこと、共同耕作で囚人家族を扶助したことが強調される。一味の結束が実際に固かったことは、伊藤
富五郎が1882年11月30日外役で左足を怪我をしたため、音五郎ら他の獄中者が自弁するとして獄外での加
療を歎願したことにも現れている（『市史』176、177）。

（52） 事件関係者の感情を顧慮した海老塚四郎兵衛は、長右衛門遺族から土地を購入して負債者に間接的に買い戻
させる仲介の労をとった。その際、遺族は訴訟費用と滞納小作料の請求を放棄し、また四郎兵衛も買い取っ
た松木家の屋敷地を村民に寄付した。『市史』140には寄付の約定として「一村供有トシテ自仏堂壱戸」とあ
り、また「堂宇（通称松木堂）は、現在改築され真土公民館の一部として利用されている」と註記されたが、
公民館は今では真土自治会館となっている。『大野誌』には持仏堂が建立された1880年3月に盛大な供養が営
まれ、「二六日念仏」と称して毎月26日に慰霊を欠かさないとある（1958年当時）。『怨親平等』は三十三回
忌と五十回忌を記録し、『平塚市史民俗調査報告書6　大野』（平塚市博物館、1987年3月31日）は、9月26日
に老人会を中心とする松木供養会が「観音堂」（松木堂か）で営まれていると報告した。

（53） 旧質地関係者は1881年8月に、経費がかさむため共有地を質入れし、小田原銀行にあった借金を精算するこ
とに決した。その際、新たな質入れの返済法として「仲間一同」による報徳仕法の実施を議定した（『市史』
149）。また、県から5000円の無利子融資を受けたことにつき「寛慢ニ流ルヽノ弊ナカラント欲シ」、同年9月
15日にも勤倹を「確約議定」している（『市史』150）。

（54） 相州には古くから小田原太郎左衛門や厚木太郎右衛門らの被差別民衆の支配者がいた。『新編相模国風土記
稿』（巻之四十三　村里部　大住郡巻之二）の天正18（1590）年8月の項には、真土北隣の田村に「敷外長
吏一八軒、非人二軒あり、長吏見捨地の内に、御嶽、白山両社を祀る」とあるから、ここに太郎左衛門のよ
うな有力者がいた可能性もある。しかしそれら長吏頭の系譜をひく者たちが事件当時に存在しえたのかどう
か、また存在したとしても庇護を求めて駈け入る余地があったかどうか、今となっては不明である。

写真は「怨親を超えた人々の碑」。事件関係者双
方の子孫により1966年に建立。碑文を撰した戸
川貞夫は平塚の元“文人”市長。背面には関係
者名・世話人名が刻まれている（写真：2009年
8月15日、平塚市東真土）
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つ
に
し
て
打
ち
倒
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
治
革
命
は
そ
の
よ
う

な
も
の
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
社
会
革
命
は
そ
う
は
い
か

な
い
。
社
会
は
差
別
す
る
者
と
さ
れ
る
者
が
幾
重
に
も
お
り
重
な

る
関
係
と
し
て
あ
る
か
ら
だ
。
社
会
は
単
な
る
一
つ
の
世
間
で
は

な
い
は
ず
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
没
交
渉
的
な
幾
多
の
世
間
を

包
摂
す
る
も
の
と
し
て
デ
ッ
チ
ア
ゲ
ら
れ
も
し
て
き
た
。
そ
し
て

そ
れ
ぞ
れ
に
閉
じ
ら
れ
た
世
間
と
世
間
の
あ
い
だ
に
あ
る
ズ
レ

に
、
巧
妙
に
差
別
の
罠
が
し
か
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ

世
間
を
打
ち
破
っ
て
出
く
わ
す
騒
ぎ
の
場
こ
そ
が
「
も
う
一
つ

の
」
社
会
の
原
基
形
態
と
な
り
う
る
。
時
に
暴
民
で
あ
る
ほ
か
な

い
〈
か
れ
ら
│
わ
れ
わ
れ
〉
は
、
た
だ
騒
擾
・
暴
動
と
な
っ
て
現

れ
る
新
た
な
関
係
性
の
希
求
の
な
か
で
、
水
平
性
へ
の
は
る
か
な

期
待
が
同
心
の
論
理
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
と
い
う
こ
と
の
み
を

知
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
ひ
と
り
〈
か
れ
│
わ
れ
〉
が
倒
れ
よ
う

と
も
、
そ
の
あ
と
に
続
く
〈
か
れ
ら
│
わ
れ
わ
れ
〉
は
行
動
の
な

か
で
差
別
を
焼
き
尽
く
そ
う
と
す
る
地
平
に
立
と
う
と
も
が
き
続

け
る
。
暴
力
を
た
だ
力
と
し
て
定
位
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
怨
親
平

等
」
の
平
和
の
論
理
は
、
暴
力
と
差
別
の
日
常
が
解
体
さ
る
べ
き

地
平
の
先
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。 
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